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　　　10時00分　～　17時00分
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　　　　9時30分　～　17時00分
　　　　　　　1月22日（金）
　　　　9時30分　～　12時15分
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1月20日（水） 1月21日（木） 1月22日（金）
／0：00
所長挨拶
／0：05 9：30 9：30
1寒地工学（3） VI大気循環（3） IX放射（5）
東　　　　晃 中島　暢太郎 田　中正之
／ひ：50 ／0：／5 ／0：45
一一 休　憩一一一 一一一 休　憩一一 一一一 休　憩一一一／／：00 ／0：30 ／／：00
1　海洋・海氷（5） W　組成（6） X　境界層（5）
楠　　　　宏 小川利紘 小林大二
／2：／5 ／2：00 ／2：／5
昼　　　食 昼　　　食
／3：／5 ／3：00
皿氷床（7） 珊話題提供（6） 1講演　約15分
石　田　　　完 a小野　　晃（2） （発表10分g質疑5分
／5：00 ／4：40 話題提供約30分
一一 休　憩一一一 一一一 休　憩一一一
／5：／5 ／5：00
IV　雪結晶・降雪・雲（4） b川　口貞男（4） 一→受講演　41編
若浜五郎 話題提供　　6編
／6：／5 計　　47編
Vδ／80（3）
渡辺興亜
／7：00 ／7：00
／7：30
懇親会　　～
／9：30
1月20日（水）
　挨拶国立極地研究所長永田　武　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　10：00～10：05　）
1　寒地工学　（10：05～10：50）
　座長　束　　晃　 北大（低温研）
　　　1　21次隊のメカニカルドリルとその後の改良
　　　　　　　　鈴木義男　　　北大（低温研）
　　　　　　　　白石和行　　　極地研
　　　2　散水による人工氷飛行場作成の昭和基地における
　　　　可能性
　　　　　　　　中尾正義　　北大（工）
　　　3　風洞実験による建物周辺の雪の吹きだまり予測と
　　　　昭和基地での実測
　　　　　　　　半貫敏夫　　　日大（理工）
　　　　　　　　佐藤稔雄　　　日大（理工）
　　　　　　　　三橋博巳　　　日大（理工）
　～～～～～休　　　憩　　（10：45～11：00）～～～～～
皿　海洋・海氷　（11：00～12：15）
　　座　長　　楠　　　　　宏　　　極地研
　　　1　北極海の3次元数値モデル
　　　　　　　　酒井　敏　　　京大（教養）
　　　　　　　　今脇資郎　　 京大（理）
2　他海域と比較しての南極海の渦形成
　　　　　一　漁場環境解析の為に　一
　　　　　福岡二郎　　　北大（水産）
　　　　　楠　　宏　　　極地研
　　　　　三宅秀男　　　北大（水産）
3　　0n　a　cause　of　the　break－up　of　the　fast－ice
　　near　Syowa　Station，　East　Antarctica　on］M巳rch　189
　　1980．
　　　　　東　 晃　　北大（工）
　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　　　前　習爾　　　極地研
　　　　　　D．J。　Go　odman北大（工）
4　東オングル島周辺の海水の凍結過程（1980年）
　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　内藤靖彦　　　極地研
　　　　　川口貞男　　　極地研
5　人工衛星情報による海氷研究
　　　　　小野延雄　　　北大（低温研）
～～～～～眉（ 食 （　12：15～13：15　）～～～～～
1氷床　（13：15～15：00）
　　座長　石田　完　 北大（低温研）
　　　1　氷床の流量計算における温度プロフアイルの効果
　　　　　　　　長尾正敏　　北大（工）
　　　　　　　　中尾正義　　北大（工）
　　　　　　　　東　　晃　　北大（工）
　　　2　ヌナタクス周辺における氷床内部流線及び氷床変動
　　　　　　　　成瀬廉二　　　北大（低温研）
　　　　　　　　橋本雅之　　　北大（低温研）
　　　3　アイスレーダーエコーの数値解析
　　　　　　　　西辻　昭　　　北大（応電研）
　　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　前　菅爾　　　極地研
　　　　　　　　楠　　宏　　　極地研
　　　　　　　　泉　達司　　　北大（応電研）
　　　4　極地雪氷の圧密速度
　　　　　　　　海老沼孝郎　　北大（低温研）
　　　　　　　　前野紀一　　　北大（低温研）
　　　5　氷床上における環境中性子の役割
　　　　　　　　小玉正弘　　　山梨医大
　　　6　アラン・ヒルズ裸氷中の宇宙塵
　　　　　　　　田澤雄二　　　京大（理）
　　　　　　　　野上謙一　　　独協医科大
　　　　　　　　神山孝吉　　　京大（理）
　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
7 Correlation　of　glaciation　and　deglaciation
be伽een　　Japanese］Mbuntains　and　Antarctica
　　　　　　　堀江正治　　　京大（琵琶湖古環境実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設）
　　　　　　　C．。Sehluchter
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Institute　of　Foundation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engineeri㎎and　Soil
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mechallicsg　ETH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z琶rich（スイス国）
～～～～～ 休 憩 （　15：00～15：15　）～～～～～
IV　雪結晶・降雪・雲　（15：15～16：15）
　　座　長　　若　浜　五　郎　　　北大（低温研）
　　　1　雪の結晶の中心核について
　　　　　　　　　菊地勝弘　　 北大（理）
　　　　　　　　　村上正隆　　　北大（理）
　　　2　低温領域で成長する雪結晶の形態
　　　　　　　　　権田武彦　　　東理大（理工）
　　　　　　　　　小池哲也　　　東理大（理工）
　　　3　昭和基地付近の降雪について
　　　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　4　夏季北極層雲の生成過程の数値実験
　　　　　　　　　太田幸雄　　北大（工）
Vδ／80　（16：15～17：00）
　　座長　渡辺興亜　 名大（水圏研）
　　　1　南極における降雪の酸素同位体組成と地上気温に
　　　　　ついて
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　2　みずほ基地における飛雪の酸素同位体組成について
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
　　　3　降雪の酸素同位体組成（δ／80）’の距離による
　　　　　変化率　　一　南極と日本との比較　一
　　　　　　　　　樋口敬二　　　名大（水圏研）
1月21日（木）
VI　大気循環 （　9：30～10：15　）
座　長 中　島　暢太郎 京大（防災研）
1　みずほ基地における高層気象観測
川口貞男
小林俊一
石川信敬
大畑哲夫
極地研
北大（低温研）
北大（低温研）
名大（水圏研）
2　ラジオゾンデを用いた気象ロボツトによるS16
　　及びFO（向い岩）における気温と風速の観測結
果
　　　　松原廣司
上野丈夫
阪本孝廣
松原和正
川口貞男
高層気象台
高層気象台
気象庁（高層課）
秋田地方気象台
極地研
3　気象衛星による南極大気垂直温度分布の測定
田中信也
山内　恭
川口貞男
芳野赴夫
電通大
極地研
極地研
電通大
～～～～～ 休 憩 （　10：15～10：30　）～～～～～
組成　（10：30～12：00）
座長　小川利紘　東大（理）
・H2・・h・堅・㎡Hを用いた水蒸気測定法
　　　の極域大気中における使用について
　　　　　　　村林　成　　　名大（水圏研）
　　　　　　　山下喜弘　　　気象研
　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研），極地研
　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　平沢威男　　　極地研
　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　　　　小林喬郎　　福井大（工）
　2　大気中微量成分の赤外分光器による検出
　　　　　　牧野行雄　　　気象研
　　　　　　村松久史　　　気象研
　　　　　　広田道夫　　　気象研
　　　　　　　佐々木徹　　　気象研
　3　吸光法による中性大気微量成分の観測
　　　　　　柴崎和夫　　　東大（理）
　　　　　　　鈴木勝久　　　東大（理）
　　　　　　小川利紘　　　東大（理）
　4　極域大気中のN20濃度測定計画
　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　　　　　寺井久慈　　　名大（水圏研）
　　　　　　小林愛樹智　　名大（水圏研）
　5　成層圏NO2分布の観測計画（第23次隊大気球実験）
　　　　　　岩上直幹　　　東大（理）
　　　　　　小川利紘　　 東大（理）
　　　　　　柴崎和夫　　　東大（理）
　　6　南極における二酸化炭素観測（提案）
　　　　　　　　田中正之　　　東北大（理）
～～～～～昼　　　食　　（12：00～13：00）～～～～～
遁　話題提供　（13：00～17：00）
　　a座長　小野　晃　名大（水圏研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　13：00～14：40　）
　　　1　南極大気中のエーロゾルの性状及び起源について
　　　　　　　　　伊藤朋之　　　気象研
　　　　　　　　小野晃　 名大（水圏研）
　　　　　　　　岩井邦中　　　信大（教育）
　　　2　降雪と飛雪の酸素同位体組成について
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　～～～～～休　　　憩　　（14：40～15：00）～～～～～
　　b座長　川口貞男　極地研　　　　　　　　　　　　　　　　　（　15：00～17：00　）
　　　3　南極の海氷上，カタバ風帯，内陸高原部での接地
　　　　　気層の構造の違いについて
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　4　南極氷床上大気の沈降流の評価
　　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　5　南極みずほ基地における放射収支の特徴
　　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　コメント川口貞男　　　極地研
6　南極昭和基地付近の海氷上熱収支
石川信敬
小林俊一
大畑哲夫
川口貞男
北大（低温研）
北大（低温研）
名大（水圏研）
極地研
～～～～～懇親会（17：30～19：30）～～～～
1月22日（金）
K放射　（9：30～10：45）
　座長　　田　中　正之　　東北大（理）
　　　1　気象衛星によるリモート・センシングのための透
　　　　過関数の計算
　　　　　　　　伊藤誠吾　　　電通大
　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　　田中信也　　　電通大
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　　　　　　芳野赴夫　　　電通大
　　　2　新しい放射計算方式の開発
　　　　　　　　田中正之　　東北大（理）
　　　　　　　　石廣玉　　東北大（理）
　　　3　氷晶粒子の散乱特性
　　　　　　　　高野精秀　　　東北大（理）
　　　4　直達日射から見た南極みずほ基地における大気混
　　　　濁度
　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　5　みずほ基地の放射特性（1980年）
　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　～～～～～休　　　憩　　（10：45～11：00）～～～～～
X　境界層　　（11：00～12：15）
　座長　小林大二　 北大（低温研）
　　　1　みずほ基地の接地気層の特性（且）
　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　2　低いカタバ風の発達過程における熱の垂直混合
　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　3　低いカタバ風の中のシアー不安定による重力波
　　　　の観測
　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　4　南極大陸上で観察された波状雲
　　　　　　　　金戸　進　　　札幌管区気象台
　　　5　サスッルギの規模，方位を決定する因子について
　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
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　L；t楓冷曳今侯τ見¶爾しと●われ，中履防
川・引タイほ敷ゲ牡』・タ・。ぽ吋励・（旨いも川・・’・川い伽御醜ど動必。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1≒2
散水による人工i嬬行場f乍成の昭和基地にお寸あ可篭性
1中品教（北趣壷犬学工●岬）
　　昭和S畔3筒lqg夜も宋谷海岸沖と逼　こ嶋Cヒにピン已得㍉白L・今
違｛蔦低ほ圧の毛たら1蔦強風と；膨足とによ　法丘脇和墓地．にあ1・，て主1象用可ろ＝ヒに3・
7て，オンブ‘ル息エビ側にi主年覇｝在してn1そタタ　て，ヲ¶戊ヒ路を直耳石奮4釆ちる可能〕生ヵ×在るかピ1
年性海）kK流出寸うヒ”ラ事態バ発生1た。　うがも探6必毒性バ，村ム前風立獲地研魔所
これ・ま，8ぴ釦舗撫味・出来棒である。次長にか・和鮫品・散水吐ろ人工氷
こσ、Eあ，3“リθ・ら：晦）Kとに章楊tτあ・俺と自然i毒氷♂」二に種み上ヴ1てそひ海＞k杖左生
ユ撤∩航皇磯のうち，　ピラタス’ポ㌧夕一薇惑、さてL覧ものを幕fテ場ヒして4史甲乙“ぎる1ε’ろ
はソ連：戊援助によ．て無事回早江で・き・た壱ひの，う参、ヒ・’う二じで’あゐ。
セスナ襟∩オは蓮pk没してしまったのピ’あ
ろ。さらに，こ嚇臥丸夏期嚇叙さ此ろ
オンプル島周巴⑳開水面☆封；して充タ強固
な1年1性∩寿）に板バ1ゆ荻さψしる3て’の，夏が
らわ冬にカ・けzの散パ・間，8召和夏・芭での
　　こひ問題の検討｝⑪“》2つ司間題に区
今’で’εるで’あろうθ
1）ジL鞍bラ温暖な地咳1こ位毘弓ろ03和夏池にあ・
　いて，湛来を坐礁之t3に主今なビ1寸人二
　〕kε上禄功可ろニヒバ可能かピ’うウ、。
采行撤の雑為泣1竃牙可能Lなり，航皇籔ε用2）仮にリバ司能だとしても，夏期＾融陪やパ
・、槻刻はそ・時か浅L・制腹拠・・，る　ドル嚇柄？オ・で’，1¶た路いい撤能
i嗅択である。薩上に汗走蹄を持玉ない83和基　　左通昇借持さ巴る二じカ×可能かと“うθ㌔
地で1は，航皇麟φ蛇筋陶客すぺべ海氷」二て’む本発麦ピ1㍉カナダ北極固での．し種氷彰敬旦
こな1わ1にτ1）Eカ、らであゐφ
　　渇＊、∩叡長糸坪に左右されゐニヒなく，
薄吏路を直辱確恨啄るニピは，航星椴’を看勧
1こ）舌甲弓う1詩∧には矛可貿て”あゐ。そ門1ミあ
に」ユ，オング’ル島σ、陸上1て漕走路左殻三置弓ろ
こ・バ事い，・し吻、ら敬多メーいレにも
経∩5賜1から碍ら血陥ホ繊則左毛∀にし長熱
針算｝＝よ，て，舜にり・問題紡吏封可る。
　　人工上樟氷∩作叙1』は，直曽ノ自由紋x
（f・e・fl。。4・・a）：れ呼1ざ＋肪加岬“ら
軋て“ろ。浪ンプで水と過刑いナぼ火表動に
枚出弓るビけて“あるθこ“⇒K♂層ボ：豪漏弓る
皮ぶ平坦杷8確楊弓るにはノ厩犬な主朱作業のを待・て攻あ散・kεあ1こ†5う。この咋菜左
雛駆し，いぴ1淳行舌用。点ゼ’ち繰旭仁・におて緬…欠・に人工粍
さらに．隈ら川三隊員，・よる労樹功∩患ピ‘壱ノ寝み上ザて・，〈献ピある・自由散コk宏ではノ
具惇4Lうるに修ろく吟困籠ベノ把憩±れる。 単一ノ8♂厚さεコント・一ルス玩≧カVピさ
・アメリ力吟マクマード韮遠！に未・，て，η臣な、㌦従rて，与んられE期間南に楕鋤上ザ
船左摸吋け亨る岸皇ヒして海氷ま刺用しτ“
ら。但しノ輸逮＾ため＾皐柄・定行々樟荷の
宴獲ひ1足めには白然海氷だ‘）ナピ’はそ吟1強産バ
るこヒバピ’さゐ人工氷い全厚ε1㍉皐一命紋
フk層バ湶結うゐのに零う3崎間左曳3董毛る＝
じによ，て得ら糺為．ゑ・提んる㌧フkβ味
紛ピな1唯め．海瀞緬に海枝散末し舶碑に放朗溺熱し董昧屍から外8Fに
・人工的に海氷魂斗εか0さ恒上商皇用辱眺穂釦時し・⇔吟閏と曳1い札
1乙nゐ。凄｝三ノカナダ，じ狸圏》石油疾垂現　ば良・㌧
場にあ…ちドリル慕材左殼置写るたひに宅　’99。年＾昭和墓陀1二おけろ同亨均＾気阜●
同c・〈散・kによう人工氷ε自黙寿氷ぴ」・に積羨らデ⊆夕ε獲用｛zみこ乃・た叶ヰ・捻泉
齢上ザる二㎏によ．て海氷あ載蕎力左槽ψ0さ　ではノノ年ひうち3月θ・ら9月∂で。釣辛年
tる』・’う今法力u家用さ1Kて・，ゐ．　　　　　P司は，人工氷6葬iみ上ゲバ可能て“あゐ・
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1－3
　　　風洞呉験による建物周辺の雪の吹きだまリ予剥と昭和基地での実剰
佐藤稔夫（日本フく学理工学葡5）・ト貫敏夫（同左）三橘博己（同左）
　1．はじあに　　　　　　　　　　　　　　　　2．昭和基雌物周辺」のドリフト実剥1）
　南繊剰用建物左設計する際に考慮しなけ　図1，Zに示す高床式）亀物二棟の風下に生
ればならない重要な設計条件のひとつほ，建ずうドリフトε1978年4月～11月の間
物3わりに生ずる雪の吹ミだ3り（以下ドリ　で剥定tた。結果の一辞を風下側断面で図3
フトと云う）左可及旬に少なくす5ことであ～4に示す。図3め観矛腺ほ♪ヒ較的に平坦な
る。昭1和基地でぽ既にこのドリフト対策のひ敷地に建ラ，ほぼ卓越風向に平4〒に桁面が’配
とっの方宏とLて，建物の床下に貝の吹き抜置されて1・多が図4の電離層棟ほドリフト剰
けラ空間ε設けて，楓風によう堆雪の吹き払　定範囲で約3mの商度差のあ多傾斜戊也に建っ
いを期符了多システムが試みうれてあり，こ　ていて卓越風向と建物桁面のなす角ぼ約｜7°
の商床システムは，ほぼ設計看の期髄リの　である。これウのドリフトに「共通し「…こ鞭は
滅果をあげている．一方建物の構造・強度ぼα）建物周辺にレ履5c・・Pを形疲L卓越風
風力によっマ次定されうかう，強度殻封の土向に長くドリフトが威長すう。b）．このドリ
場力、らば，床あεあげることほあ3リ好3し　フトのピークほイ也逮物の影響の少る’、・図3で
くない。そこで殻針よ最適な1床高を冶ラ里的に　ほ，風下壁面かう赤高の2～3イ音の距離にあ
吠わ」うという課題が生ずう。本論ほこのよ　リ，このピーク位置はドリフトの滅長とヂミに
うな建築設計の立場かうドリフトコントロー　壁面に近づく傾向X示す。C）初期のドリブ
ルε目標としrヒ研究蘇題の一抑であり，昭和　トは建物後方に長く、その横断面がU字形の
基党τ’のドリフトの夷測と，風洞実験データ　谷間を形滅寸クが，吹雪日教の増加有10
左用いたドリフト予測を嫌，機寸し1…鵬の　～11月にかけてその形態が逆転し，卓夷颯
である。　　　　　　　　　　　　　　　向に沿つて鋭い稜線ε形滅する止形になる。
　　　　　　　　超　　酵議鋏懲曇欝
測風ポール
　位置
」うこれう二棟風下側ドリフト体積ε嫌する
と風下直後4・4㎡範囲比較では観漠腺で61
（m
?
違’　“ノ’　　クλ
　図1　ドリフト測定範囲と周囲の地形　　　　　1
一」　　L＿＿＿一」
図2a）観測棟立面（寸法単位＝皿）
三閨三［　　三
一」　　　L＿＿一一」
図2b）電離層棟立面（寸法単位＝皿）
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図3　観測棟風下側ドリフト分布と成長
3
㎡，電離層棟で6ア㎡となうが，後者が×き　速バ存在「「ろ筈だが今、建物周処の速度場左
、、手因には地杉乙高床構造の影響多プえるけ　あ多特定の等風ミ麟泉で区》す♪こヒに」フて
ホば冷うないど匙われる。ゴた，冥剥期間中　ドリフト形態と推定すろ．
の吹雪継続時間は約Z400時間であつ1三．図　　以上a，　b二種の推是量乙観測棟め実剃ε
5は，これら建物並傍の風の基礎的性質を調比較した例ビ図6であう。これ」り本手麸に
べた汐のの一卸で，電離層凍の西zomの地よフ了ドリ7ト形態推定の糸ロヵぐっかわゐの
点での10分間平均風速の・鉛直分布はほぼ対　τ1穗ないかと考える。但し方法αを建物近傍
教則で表現出来汐ことが確認・さ申た。この対　に限っマ適用すクのほ，Wzの》布左一律に表
数則パラメータの地表面糠長五は10°～1（ヅ㌔現す多ことに煕斑がある」うで，局所的なド
の瓢撫難㌶漂議f・繊《㌘㌫懇㍊㌫毒
　以下に述べるα，b二種の方法に」フマ建が実状に近、・形ε与える。図6，7」り方ラ去b
物近傍のドリフト形態を予劇し，実測と比較の結果と実測を地較すうと・ピーク位置峡
し1こ；1蜘莫型実験により，ドリフト予測空剰の方力ぐ風下寄リLなリドリフト影響i！範囲6
間内の夙速分布特性ヵく与えプれ多として，　　実刺の方が長い傾向にあiう。また晃剰でほド
　α）鬼夙下で’の吹雪輸送の定常状態を仮定リフトカ滅長す多乙卓越風向に鋭・’稜続咄
し，主風向冗方向の吹雪輸送量Qを式1で麦　釆クがこの特徴lJ笑験がラは得られない．こ
わす。ドリフトl」このQの変化に」っマ庄ずの後，簡単な人工吹雪夷験力試み1ヒバ，ここ
クどして式Zがら区間△冗でのドリフト量左
推定すク；Q・工U・・η・・d・一（1）
　　　　△Q＝（dQ／d工）△冗　一（2）
ここでUZ；尚度Zの工方向平均風速
　　　Wz；晶度Zの単位空聞が含む雪重量．
　b）建物後流威の」うに乱流工ネルギーの
大きな場所で，γレが一定L仮定すうと，これ
に対してi亭遊オ穴88、の吹雪」輸送に関すう限界風
　（皿｝一：Apri1　　　－一一：August3
2
1
　0　　　　　3　U　5　6　7　8　9　　　11　　13　　15（m）
　　図4　電離層棟風下側ドリフト分布
10　Zfm）
　　　　　　　　　　　　　　u（m／s）
　10　　　　20　　　　30　　0 　　　　ユ．0　　　　20　　　　30
図5　4，6，7月の平均風速鉛直分布
て・’｛多祷泉の形滅はみられなカ、ったθそこでこ
の斑豪ほ夙向角の変化に」う吹払い！）影響に
」う∋の乙思われカ。
文献1．三橋「南極昭和基地における建物の
　　　スノウドリフトに関する研究その1，2，3」
　　　　昭和55，56年度　日×理工学術講演会
文献2・佐藤他「シャボン玉による流れの可視化
　　　と昭和基地周辺の雪の吹きだまり」
　　　　　　　　　　南極資料　　No。62　（1979）
文献3。佐藤他「南極昭和基地建物周辺の
　　雪の吹き溜り」昭和55，56年建築学会大会
一一一一　：Predicted　by　Method　（a）
一一一　：Predicted　by　Method　（b）
0　　1　2　　　4　　　6　　　8　　　10　　　12　　14　　16（m）
　図6観測棟ドリフトと推定値a，bの比較
（m）　　　　　一・Predi・t・d　by図・th・d（b）
0　　3456789　11　13　15（皿）　図7電離層棟ドリフトと推定値bの比較
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他海域耽較口つ南梅わ渦形威一竈場環境鰍和爲・・一
福岡二吉P（此）にノk産）楠房擁地剛三宅秀男けヒた・ば）
L葡枝遍‥び稜物スアーレを」・堀・形
坂之れ戸いち歳・・多（つ祈究力揖旨摘し
Zいう・λぺ表均な倒としuτLu←魍及〆
Bα』つ仕薯なゾガあヴられる。彼等1｝中
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ON　A　CAUSE　OF　THE　BREAK－UP　OF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EAST　ANTARCTICA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ak｜ra　HIGASHI★，　D．」．　GOODト1AN★，
　　　　　　　　　　　　　★Dept．ApP1．Phys．，　Hokkaido　　　”
1．　Introduction
　　　　　In　the　early　morning　on　18th　March，　1980，the
Japanese　Antarctic　Research　Expeditfon　（21st）　at
Syowa　Station　encountered　a　serious　disaster　of
loosing　its　two　air　planes　moored　on　the　coasta］
thick　ice　due　to　the　complete　break　up　of　the
surrounding　fast　ice．
　　　　　This　paper　is　to　cons｜der　a　cause　of　the
break　up　of　the　fast　ice　extended　around　Ongul
Island　by　the　act｜on　of　swell　originated　over　the
open　sea　outside　the　ice　covered　area．　The　swe11－
fnduced　fracture　theory　of　floating　ice　sheets　was
presented　by　One　of　the　authors　（DJ　G，1980，　］981）
on　an　idea　that　the　floating　ice　sheet　fractures
when　it　suffers　a　critical　strain　in　bending
caused　by　the　passage　of　the　swell　under　it．　The
critical　strain　is　defined　as　the　strain　at　which
cracks　of　certain　length　at　the　bottom　surface　of
ice　body　can　propagate　with　stress　concentrations
around　theπ1，
2．　Theory
　　　　　The　bending　strain　induced　in　an　ice　sheet
respond｜ng　the　action　of　swell　can　be　obtained　by
solving　the　equation　of　motion　of　the　ice　plates
with　the　external　force　produced　by　the　swe11．
The　crftfca了　strafn　at　whfch　the　cracks　begイn　to
propagate　can　be　derived　with　the　crack　length　and
also　the　fracture　toughness　（Stress　intensity
factor）　KIc　of　the　sea　ice　which　was　determined
empirically．　Solutions　for　the　bending　strain
induced　in　ice　sheets　of　various　length　provide
diagrams　which　relate　the　strain／wave　amplitude
and　the　length　of　the　ice　sheet　as　shown　in　Fig．1．．
Since　the　pressure　field　exerted　by　the　swell　is
a　funct｛on　not　on］y　of　the　amp｜itude　but　also　of
the　wave　frequency，　the　diagram　can　be　drawn　with
different　values　of　the　ice　sheet　thickness　and
the　period　of　the　swe11．　　It　should　be　noted　that
the　diagram　is　quite　sensitive　with　the　period．
　　　　　Inserting　a　numerical　value　of　4．3x10－5　for
the　critical　strain　for　a　crack　of　｜Omm　length，
the　wave　height　（twice　the　amplitude）　with　which
the　crack　beg「n　to　propagate　can　be　obtafned　as　fn
the　scale　of　right　hand　ordinate．　With　this
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Unlverslty，　★★Nat｜onal　Institute　of　Polar　Study
　　　　　　　　　　ordinate，　Fig．1　gives　the　crfteria　of　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　stabil －
ty　of　a　floating　lce　sheet　when　lt　ls　subjected
to　the　swe11：　 he　area　above　the　curve　is　stable
and　below　unstable．　　For　example，　the　l　m　thick
ice　sheet of　the　length　over　apProximately　100　m
should　be　broken　to　pieces　under　the　action　of
the　swell　of　25cm　wave　height　if　it　has　a　period
12　sec．　　However，　it　is　stable　with　the　swell　of
the　same　wave　height　if　it　has　15　sec．　period．
W th　this per｜od，　the　ice　sheet　over　120　m　｜ength
should　break　 hen　it　was　vibrated　by　the　swell　of
50cm　wav height．
　 　　　ObservatiOns　of　wave　amplitude　by　the　tide－
meter　at　Syowa　Station　indicated　that　the　period
of the　swell　on　the　day　before　and　on　18th　March
was between　8　and　15　sec．，　the　curve　for　12　sec．
p riod　 Fig・1　can　be　well　apllied　for　the　present
analysis．　Ther f re，　if　the　swe｜1　0f　the　wave
h iOht　more　than　25　cm　arrived　at　the　outer　edge
of　fast　ice　or　penetrated　fnto　the　fce　floe　of　l　m
thickness，　the　fast　ice　should　have　begun　to　break
to　the　 iz 　below　100　m．　　Such　disintegrated
ice sheets　can　be　easily　drifted　away　to　the　open
sea　by wind　ac ion．
3．　Wave　amplitude　derived　from　meteorological
　　　condftイons
　　 　　It　is　a　difficult　task　to　estimate　the　wave
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height　over　the　open　sea　at　the　outer　edge　of　the
fast　ice　throughout　the　period　of　break　up　of　the
ice．　The　center　of　a　depression　which　caused　the
swell　was　at　660S　and　390E，　at　12Zon　17th　March，
judged　from　satellite　imagery．　　It　is　only　about
300　Km　dfstance　from　the　area　we　are　concerned．
The　wind　speed　at　the　same　instance　at　Syowa
Station　was　28　m／s．　It　is　very　likely　that　the
wイnd　speed　in　the　fetch　area　of　the　swellexceeded
30　m／s．　The　wave　height　caused　by　wind　over　the
sea　can　be　estimated　by　the　diagram　gfven　in　a
handbook　（レ帆0，　1976）．　　According　to　this　diagram
（Fig．　3．1．2．　of　the　above　handbook），　when　　the
duration　of　such　strong　wind　was　limited　between
6　and　g　hours，　30　m／s　wind　Cenerate　a　swell　of
which　wave　height　8　to　10m　with　its　perfod
between　g　and　10　sec．　　In　the　case　of　above　l　imi－
tation，　the　fetch　of　the　wind　is　apProximately
150　Km．　　The　angular　spreading　factor　for　the
swell　energy　at　a　distance　of　twice　the　fetch　in
the　direction　of　450　from　wind　direction　（300　Km
in　this　case）　is　20　％　due　to　the　Fig．　3．2．4．　of
the　same　handbook．　This　means　that　the　wave
height　was　O．4　0r　40　％　of　that　in　the　fetch，
approximately　3　to　4　m　in　this　case．　This　is
more　than　enough　to　let　the　l　m　thick　ice　sheet
break　up　less　than　50　m　length　（see　Fig．1）．
　　　　　However，　the　swell　amplitude　will　damp　more
rap｜dly　than　over　the　open　sea　if　it　shouldtravel
the　water　covered　by　ice　floe．　If　we　assume　that
the　damping　factor　for　the　swell　in　the　water
covered　by　ice　floe　is　as　large　as　10　times　of
that　over　open　sea，　the　wave　height　of　the　swell
must　be　decreased　1／10　in　travelling　only　the　same
dfstance　of　ice　front　facing　Perpendicular　to　the
swell　direction．　AIthough　we　do　not　have　exact
information　how　far　the　fast　ice　extended　north
from　Ongul　Islands，　the　width　facing　north　could
be　estimated　as　in　the　order　of　10　Km　and　the　dis－
tance　of　extension　of　the　fast　ice　north　from
Ongul　Island　could　be　in　the　order　of　10～20　Km・
Considering　that　the　open　sea　extended　about　10Km
west　of　the　Island，　the　amplitude　of　water　parti－
cle　motion　under　the　sea　ice　near　the　Island　might
have　reached　1／10　0f　the　swell　amplitude　at　the
edge　of　the　fast　ice．　This　estimate　of　the　wave
height，　some　in　the　order　of　30　cm　coincides　well
with　the　necessary　wave　he†ght　to　break　the　l　m
thick　（approximate　thickness　of　ice　near　Syowa　was
1．3m）　ice　sheet　in　p｜eces　less　than　100　m　length
as described　in　§2．　The　observed　amplitude　of
water　level　recorded　by　the　tide－meter　on　17th
March　was　 pproximate｜y　10　cm　even　when　the　sea
was still　covered　by　ice．
4．　Conclusion
　　　　We　conclude　that　the　swe11－induced　flexural　fai1－
ure　of　f st　　　　ice　could　be　a　cause　of　the　di．saster
on　18th　March，　1980　0ccured　at　Syowa　Station．
Hore　precise　analyses　of　the　event　will　be　carried
out　wh more　meteorological　data　are　available・
We　thank　Dr．　S．　Kobayashi　and　other　members　of
21st　JARE　who　provided　valuable　informations　and
data　and　Dr．　N書W．　Young　of　Antarctic　Division，
Australian　Department　of　Science　who　sent　us
copies　of　the　southern　hemisphere　analysis　chart・
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　　東オングル島馳の渇氷の藻糸i鑓程0480耳⊃
　　　　小杯1稔一・石）〕1信敬（江海適穴曽　づ区遍科曽厨克所）
　　　　内蘇嚇・川口頃男（国立極蜘褒前）
　　lR曾0耳3目｝ワ日液，からのブリサニド均風鹿，日平均黎量の砲ヒ互示し戸・風が強
（勇嵐）ぱ、プングル島周辺の更着氷のi茗ユ　く，波が高・ノほど渇面と舌L硫に」・3翼気の女
夕川ご7ラックか萌臓し，老の後犬部冷互換が良く海面のノ紘了｝∫著しく，水申）＜土じ王
融されしわ乍．馴姉繊氷の最場違）鍋畷矧詮パ別水Ψ内部⑳氷
嶽；霧㌶竃㌃』㌫錫議ヌ彩暢；叢嵩㌫駿江‡綴竃㌘z7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と鰐．噸2｝硫剤くの旅魁ほグり昧事であ。㌔2細㌶恥加丁て評均緬謬秤頻翫比パ高、・日が続一スカスが風く齢署一七輔湾・対昂藷
杉パ・働蜘面糠編働遜で湧績ぷて、撤蜘（V哩・・）・か櫛
メくの中｜・生じ剖晶（F画いce）や繊・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面が凍緒しマ1｝った菰ラ兄豆不していろ。又グ
　　　　　　　　　　　　　　　　こ曙・Lス了イスが湾の中聞⇔め跳て運熟（A貼ko川（e）互観塁す3ことが出来
　　　　　　　　　　　　　　　ノの蛾力礪オく。冷抽辮。恒聾吋貝靴（品・・±｝・e）とかマ）雑レかく過跡
覆じてレ）釈ヒが細・っ仁。写真勾ま底魚玄写莫3スある・　、蕪．嚢蕪難鍵薫。「
捕奴する綱靖着した氷晶で砺．鋤勺，
／
フV）て　｝才，　互！真撮
影，・肪カレか，
羊が，短期間の寸
ド肪㍍剤消菰
しEりすろ・ことが
目視て確認淑来］三。
これらの氷晶ψ錨
氷芭総称し主水申
　ミの♂うに沿芹
永⑳端から氷晶が
発主しマおり，2
ηか・ら3恥こかけ
てのゲし溺毛一島v戊ミ
とから，芹ド諏’つ
ジ合剤・の融鰍く
（低遍分⑳杉め結＾
　　　　　　　　　　　　　里夏⊥　　　氷猫葭が畜∪）が
司く、（Ur一ρlerw（λ下er　lce）の］i勿茂｝ミは、づ隻ラ轟じ風速．　ゆ，〈　リ　と商戊轟分
が強し尺てが必章琢気象条伴できりっ仁，図1　の頑永申｝て綴み蛤
）緬定翻くが拙し遠面力煉結レてパ期乙鹸識圭じ，
周の観察記録d苔和基沈⑳日乎均気遍、日平桓面〕二閲ザ暖くじ
　　i欝荘㌔　　゜。°。°°”°°°°°°°°°°°°°°°°8°°8‡°°88°°°°’6°°°°’
…噛
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o　　　　　　　　　　　鯵orch，⑲go　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aprl｛
（姻）翻・琉麟の弼擁拠。鵠の殉ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　9裏3
海1乍ド内仰叛がピじて，過、
嫡’蛎如焔醗れて，
それが海面）て彦㌧ノて来フと
秀乞られろ。又彦内の比鞍
句風⑳弱い場舛で口，》再面
で直接糸i5氷ずるニラス
（副。みとか氷殻臼・e
r扇）X薮祇→諏う］・と
な．Z通面汀凍縮して・、っ
ち。
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人工衛星情報による海氷研究
小野延雄i（北大低温科学6斤究所「）
　　北極や南極の海氷域が気候に対してどの　，熱ホ外映］象の判読知識を蓄積して，最伎に
ような後割を果しているかを考えようとする冬の映像を判読して寿うト域の実態を杷握して
とき，海ラk域’の拡がづヒその麺変イヒ，ラk野いくことを考えゴて。
を構成する氷盤の享さや大きさ，積雪の状態　　今回ぼ，その第1樹皆としてランドサワト
，氷域内のフk面の状況などといっ↑こ海氷域の画像からの功うk状況の判i読を旅Lた結呆を報
実態がどのようなもの4’を，まず知・ておく告する。ランドサットデータは，中・繍度
1必要がある。　　　　　　　　　　　　　のラ毎氷士或では翌日のコースとのあいだに40
　　極地の冬・は夜が続くから，可視光線での　％以上のオーバーラ・ソプが見られるので，1
観測はむずかしく，熱赤ヲトやマイフロ波など昼夜ぬあいだの氷状変化も得られるヒいう利
を使っ†て人工衛星からのリモートセンシンブ臭がある。個々の氷盤がどう動いたか，ラド湖
が最も有効な「】手段†ミと1考えられる。そのよう　や＊路がどう萱形し長かといっ亡為＊の1防態
な・衛星｝情琴艮iをラ舌用する↑：めに1δ，憎良判「読の　がつかめる以ヲトにモノ，1昼・夜のあい†ミに生じ
↑こめの知識が茂・要て㌧グランドト」レースヒの　†て新生ηぐを見こ）こヒができ，生い↑てちのわか
対比のような基　菱デーヌの巷積が緊要である。づ†づ1＜としてプランドト1レースに債うことが
　昭和酎セて凄信記録しているNOAA－6号　て】きる。粕Eラ1くや薄〕ド1コ可視バンド1こよく1写
のAVHRR（Adげαnced、）ξry　Hi8k　Reso＆ホorし　るポ，近赤ヲトに1δうまく写うな’い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪いうドの表面超犬状ラ兄のグランドトルースR（λdiom《束r）の熱赤タトデーヌ1コ，蛇表｛分解篇ヒ
1．1krrしとτヒ較的こま6、いかご，　NIMBUS－5号　に1寸，ラ喪氷破轍のレーダ蘭象を冬考にし
臨蕊～悪漂㌫膿9灘雛富蒜ζ襟『禦瓢㌣鱗離専
るので，1画素の中には大小の奪いホ盤や薄がもどらずに黒くエコーのないヒころとして
氷あるいは水面などポ含まれてしまう。それぬけてしきう。勾く平5な氷はランドサ・∀ト
ゆえ，情報を支配する主役は何なのか，それ　データでは輝度レペルポ萬く，輝度の振幅水
それの氷状の影響のしか†こはどのようなもの　小さいことがわかr》↑こ。考い氷や雪の載っ1ご
かなどを言圖ぺておかな・けれ1ゴζrらない。　　　氷から匂・るラ喬1く野の内計P状ラえは，バンド7の
　しかし，ラ毎氷戊或内のブランドトルースを広近赤外か随しておう，尭軍度レペルの高いヒこ
い範囲にわ↑：っで鰯1］すること1コ現実的には　ろのテ2テールがよく出るようなτ補正を行な
困難なので，これきでの知識や経験を生かし　うヒー層よいこヒもわかっ丁て。
て，リモートセンシンプ情報の中にプランド　　次の枝惰の卑備ヒして日爾D基地井の通＊域
トルースの代づに使えるものを捜して活嗣すでの利用可能なランドサットデーヌを調唱：
ることを試み長。ランドサットデータは可視。その結果，この為域（日召和巷‡せも同株）で
光・近赤ヲトのラ伎長別（MSS・Mu侮・Spe（論α2　はERTSと呼ばれ↑てランドサ・，ト1号6ぐ撮っ
Scαnner）・↑青報て“あう，焚表分解令ミも80m　†ミ1枚し4・なく，2号，3号てhl志報らト1巨こ
ヒかなづこまかいのてこ　空中写真判嘗売や航空　とがないこヒがわかっTて。したがって日召弄P基
∈1視観測なピの斧i鹸を生かして判読するこヒ　陀でNOAA　6の熱赤，トデータがとらトるよう
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　になってから，ランドサットのう寸比でき§デ
　それでますうンドサ・ソト画像を判読してそ　一夕はないこヒになる。一方，Weddeρρ海に
励識や経賠蛙にし，ついで麟o割也でよく現柚論昭糊α付近はr日牌7β順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にランドサットデータの収集が試みられたの受｛1言している冬1xヲトのNOAA熱赤19ト1写真と，
ほぼ同時刻のランドサ・ラト写真ヒを対比して　℃そのデーヌを入子すぺくう一続中である。
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皿一1
妹硫影十質‘鋤謡度力フ，イノレの効果
長尾正敏，中繊，東晃（メけ、．工）
聾なフ？クターザ・で郁．し別、現・踊合湯顧
㌧轟ξ溺ヵ謝廓5ぼかて温震d？貿鶴ξ鳶蒜繍《縫竺：：
在∩じこ、3、タk広Φ垂直温雇4）布のち十管ε流
勧の言慣・遠用ぽ例はウな・・．
　tc・ご＼ダ回1ま、皇直温雇分布ヒ流釦を結
びつけ靖勅のヌ号ツプ陥して、一♪色点τ・Φ
　　　　　　　　　　　　じ流影ゴ痩え諸1ぐラメ・一夕の変イ乙か・湯ノ璽
1㌶竪霧霞商：蕊謡‖鷲罐
‘：rr人ば組？ナ込めちφφ・‘言っし・て考癖す3。
2、流量の計噂
　流量、温度o計噂では、2攻元の王デル…L
使う。座湘輪、ラτ軸左オζ平τ流動オ向ε正｛ご、
Z軸を皇畠で上オ向左正巨ど3。ノ医面t‡X口亘ピ表わ2れ3。しかし
鋪〈斥の表面は又ご孔の高さ‘こあさτのしす3。雑で・由δ
　氷ぱGl巴帆《り流雀力則
；・輪・τ㌧A・・）・輌（一庖）亀ξ瓢ぷ夫櫟小⑳…
㍍驚ぼ議罐嚢㌔竺禽漂［m・・一瓢α「←楡）」・・T・
　一プ1づ寸ず3泊‘世化工字ルギー！良：ボル　で表あ乏丸る。二Φモデルτ・借、表酬」丘マ・・
　、ソフン定数，丁一ご＞k・n温雇　　　　　　　　　　　　の温雇勾鵬の反fz’3言兇gハて∨宮ないか・、！医面イ寺
‘・従・て変形朽⑩パ3。　　　近・特徽㎏廓表あほ・・る。
オ鵠認ぽデ川ワ6）齢乙・文
　　しUZ）＝－2（～6）【b（h以‘X）〔£－X〕1し（ゴX＋Ub
　fこ火・由雇　　　　　　　5こ塵力加ミ皇声【，c《：哀面
　　　　　　　ロ傾斜（・莞），u6こ底面†べ・りφ遵雇
　　　　　　へ商・一（袈）、☆F（一、☆x・）搬玉
　　　＋詐P（一識砲x・）じ・F（☆・・」・d・
L：氷φ熱拡散係泄，』1蓄桔速良，咋：
表面温序，K：氷の熟イ云導≦芦，遍：プ巴殻雀n
慧：ξ漬監鍵罎琴1が㍊亀
ノ藪d、9奇聞憂イ巳率，　　　　　　　　τ1：気イ覆¶動｛ご‡3同一
高雇…　　　　気違の時閲変ノ（牢
　　　　　　　　　、膓o）計萄tdひなり義
　　　り
一オ訳。』朗∩モデ1し（附9・・1ぷ底
　妹ら戊鋤d、底面1・」直い程ウェイトが大
きい6・3、広面ガの温序推定8了艮らない賑り、
き十～！の楽なRo』f仇の毛デルが刈用ぜきると
考えら乳る。；泊場令、補正項
雛・p（一裁x・）唐P（＋綱
τ・表あるれる∂ヌ、Ub＝O乙しち・乙き、：丸量　老加えれば良い⇔
仏‘‡、
［⑱・一・・岬ぱα蹴」・」一㌫、一タ噸を鰍鰍τ表わ
で表あさ爪る。　　　　　　　　　　　　　すこYか・で’さ∧1ず、従茅数伯積分（なけ釦ず
3温序。計質　　　　　　轟寡ぽ翼㍗璽態鶏ll差言認
ラ㎞肉。鍾温閲布樹算禍モデ，L・縦。魂化弼3フ・一ドリ㍉ク繊ε
★τ・・、O～aJoft　らの王デル（lr70）1ま、実5則手笥うづト定i砦王デル左ノ櫨立ず：5：Yザぷずヨ3　．
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皿一2
又ナタクス周辺における氷床内聾蹴・よび氷床変動
日瀬廉二・槍本雅之（］ヒ大低遍研）
氾う観測こ堀削調査左もと｛　の動力蛍、　タクから鋤km以内が瀧血（唱石氷原）で
氷床σ波動き研突する二とが圭嚢な課題の一ある。各点の〕贈氷の昨令は，ミ轍のA点
購謝き㍊＝鱗隔欝蒜工魏鵠㌘欝懸蕊
沖の緬およ噸量変ヨヒによる氷床変動の』年と堆定i亡ぬる。
樒定を行った。
　座槙は、琉動ブ5向に叉軸，基盤から鉛直上　3．伸民繊の氷床厚変動
｜
i．はじ⑫に　　　　　　　　　　　　桁の実則値（および螂直）の分布玉用O，
　θ82年から閑始される東クィーシ・モード・吉†貰により得られた｝恥奈線（難キ樟§では
ラ洲歎1酬劇醸味噸嚇繊）撫繰図1嚇又ナ
万に9軸、X、9軸に直角にZ軸左とる。
2．又ナタクス上ヨ緬の氷床内部瞭線
　⊥）モデ1し
　①氷床は定常状態，
　②平面歪（εx＋ε又）は課口こつし）て一定，
　③　ラKのミ奈動則はミ察さにつ～）て一定，
⑬罐奮罐1鷲鑓謝
以上の仮定から，叉，9お向励鍍Wひ
　u・旨）－u，［1－｛（乱一9）煽“＋1］，
　ひ（葛）＝－bU／☆
ε得る。ただし，U5は表面i髄，　Fは氷床σ）
厚さ，bは表面収支（正［嚇量Σπは涼動
則の搭数（帆・3こする）。
　2）き†輪果
やまと山脈基岩上浪域の涼線に三日うUs，b．数旧3年程度て嘉らたな定常提i態に…奢ちっく。
、認
1500ト
1）二Eデ’レ
前記②～⑬の仮定に加えて，
　⑥Z方向の歪は0，
　⑰表面順斜（d）は鵠閤につk）て一定。
②◎⑬の仮定から嬉…緬）条て片は、
　宕）fi〆2）t＝・b。＋△b「危εエーα∂fシ≦）ズ，
となる。ただし，b。は丈くo（定常伏鮭）の表
面収支，△引ま丈≧0にまsける変イヒ量（蜘1こ
つし）一て一定）。③④⑤⑦から薬さにつk）て
σ）平蹴（ユは，
　　α・＝一書A（－99（式）3丑『　　「ご与え＿らレhる。
ただし，働＼は首t式「ご⊇鰍＝Oヒし二（得る。
2）計豊結果
　b。＝OlO！M，∂亘るx＝αoo2、（メご一〇．olと
したこきの氷床厚の時酬ヒを図2に末す。
△bの値によリ異るが、1△bl　75ぐノ1＼てCD日寺｛こ1ま，
、lc
〆藁誓嚢i蒙薫葦i説　＿
　　　oo
＞
山
」
回
??
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T1ME｛yeor｝
図1．氷床内噸（実緯）と等年令線伍辮）．　図2．表面奴支変iイヒムbにょるラ1σC厚く．
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皿一3
アイ入レーダーエコーの数値解析
　　　　　　　　和田　誠，前　晋爾，楠　宏　c極地研）
　　　　　　　　　泉s達司，　品辻日召（北大，応電研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　レーダーエコー・り解析には堆零の誘電牢芝オ～
　ユ．まえがき　　　　　　　　　　　めδヒ良込のべ、うKヒ空気一の渠合芋勿ヒする。
よ¶㌫磐㍍寧z空禦麟曇誓　9・9：・‘・P甲　　…一…（・・
つ・、て説明す3。この解村結果から地下構造．ナい“L，91堆零の杷度，？こ，90氷及バ空
ヤ堆雪の性虞乞検討、うる可能性があδ。こ　気の雇度，VこW：氷及が空気り体積ピある
、ではエコー解析方法にっいて述べる。
　2．原理
　レーダー肯相式1さ次式の様に書け＆。
　　　Pト＝R蒜苦ミま　6・・三2裂αR三一一一一（1）
こ・で，Fし：受3言電力，　Rl送信電力，　er：
アンテナ利得，λ：波長っR久：オヌ的迄の」距薗覧
6：反射断面積，〔x：減表断面積ゼ’ある。
　こ・で，普通，のレーダーでは，δと〔メが既
矢ロて“あるので’、Rε理論的にポめさことが出、
来る．こ・べはR毛既知いく6，保蛙足
．夕・恥1・対輪特性・福亡，エ，温度変化
；㌶霧饗㌶嚇遥㍊、
てホ’やたρ　，
　εし＝ε：－」ε8
ε二・ε両，ξ漂総＝、
＝
?? ε、．ε融ノ入㌦（叫）
ユ＋2（λ・／汀編（α胸＋伽入）ユ（1喝
・⇒，誌・
（6）
禍こと1・⇔．この場合ネ知数が多過ど温庚咽数いて・ハ’ラメづ一芝村．
胸で，直轟解討こめ靖法ε取さ・とバ
拙來な、〈。
　2－1　6
　レーダー標的1・対可る反射断面積1馬定義に
より次の様に書ける：）
　　　6・4π喜・叫｛許4πR3－（2）
こ》ぐ：　B：反勇寸電力、Pし二2＼身寸電力，丘「：
反射電界強、度、“Eエ：入射電界強1度，Rv：電圧
反射↑徹ぐあδ。
　　　R・ヨ告剖
　　　r1民γしビ」γい一　ε卜一」εご
?）?
また，n：屈牌，ε1比誘評添駈；
　
?
わ
??陛雑嘘
?
・?????は
　　εウoヨ3，168
　　∈0、288＋0、oo52t＋0、00023ピ
　　6＝　1、26αp｛二12，500．o／〔（士†273Lq）13869］｝
　　　　　　　ぼら　㌔・刊了0288刈o妖P〔13，200・o／丘tヤユ73）1386守〕｝
　　∈is＝203．168＋2占t十〇・IS士z
、欠、、麟轟驚蕊理論llよ，
　　　鷲鷲識トの
綿ぽ心られ叉こ・ピ，巳R：氷＆
が空気の体績比，▽こ，マ久：氷と空気り体積．
u；形月犬因与芝表わす。
　がt空ネ幡載用レーダ‘－179門卜1茎の場合の氷
の誘電羊の温度特性と図1にT・す．また堆
ぱは電ミ良の減衰定数なので，〉欠の様1・慧δ。雪の深撒に支恒δ誘電弄の変化1よ3）図2に示
　　α・士臓ユ（語ωzε2）ψε｝一一一（今）
こ・もω遭波・角闇波数μ・透磁主，
ε：誘電幸て“あり，〔xは更数部ε用いδ。
　3　堆雪のモデ）レ
1てあ＆。
　牛．反射断面積および距離分解能
　土佳雪からσ）レーダーエコー芝零之る疇に｛ま
主鱈衣面ε平面ヒ兎之し・）N主用内力匡專
蠕Pカ・助反射に1古’反射面と・皮面と兎て．
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??
刈0
3ρ
2ρ
し0
ICE
179MH又
●
1◎0 B　・
●
　150m
▽
　　？　c
U・．????????? FG 1
一200 ■ ? ?
?
・　●
．　・250 ．　・ ●
? 05R 1．OKm） 15 2．O
　0　　　　1　　　　2　　 　 　　　3　　　　　　　　R。（Km）
図3エ⊃一波形の解棉列
4
　　　一40　　　　　－30　　　　　－20　　　　　　－｝O　　　　　　　O　　　　　　　　　tCC）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル1ぴ致担毛の筋る・回中・。印1まω司
　図1氷・誘瞬　　　　　　・解橋課雌鮪・時面…　披・泊閲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A－B－cり領或）、）欠1・・曽1鐸且謙依杏性が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂、いと1て航めたセうぐある。　　この士易合・は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－Eバ茨の特性芝示可。6’と（XR、に関係す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊃。③～（4）亦］べわかるように、暗i雲モデル1・
－400　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸⊃。C－Dぼ両着の兎」し方バシ昆在育⊃　　　 　　　 鮪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領域いて才取＆．んE一添締レベ・レ
ー
8。。　　　　　　　　　である．F－q、よ欠地・思繍る誘麟り毛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のバ存在育る。×光えの）＼射時，（㌔一1はD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－E＞r司橋ド」反かう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6＾も寸び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今回はし一ダーエコづ頗ろの解ネ㊦列と用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，’｝・数の波形1・つM解和たも句で1才・
－1600　　　　　　　　　　　　　　　だえ分ざふ。しカバ、種々の解村オ法の検
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　討ドい），）欠の専バわヵ・つた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥．レーダーエコーの解枯バ出來た。
～2000　　　　　　　　　　2．圭鱈モデルヒー致は碗・主多く観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環、巨畝⊃。（D－E）
t－°1｛δ3二㌶§認麟§；燕誌
　距鱈・誘辞　　　　　か唯齢■．（A－B－c），やエ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミら、樟慧解析芝一つザつ解析寸⊃のは犬叉
反射断面榔・恥・・欲ぷ用・・ある．⑰で1今牧，解栃法綿略化吉る肉主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遷袈⇔め要バあδ。終・〕に、ま料と得巨越
　　　G・一腎4πRう一……一一（1。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nをリオ々ド麟‡［き寸、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　献こ
駕欝欝竃ご鷲蕪1鷲…ご5°㌶繋1艦1ぱ1ぽll1：㌶
　5　レーダーエコー膓皮形の解析　　　　　　3）C、q　l・R・R・c．∫27，ReP　22r－3（m8）（ky。モ。）
　レーダーエコー》皮形σ）例ヒして　、解村結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）ヤ田駄卵いダL工諺習（、rワ‘）（鰍醐
魁図31こ示寸…》鰍ヒヒ蜘丘駐デ5）K…二巳…1輌・f…典・e・翻惚1；・
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皿一4
Densifica七ion　Rates　of　Snow　at　Polar　Glaciers
　　　　　　　　　　　　　　　　　（極士也雷うトσ）圧空速度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前野怠己一・
and 工ce　Sheets
o；解ラ雛8β（夕じ矢4繊）
　　　　　Detailed　mechanisms　of　densifica七ion　of　snow　have　no七　been　unders七〇〇d　well
thouqh　七he　densifica七ion　of　snow　and　i七s　ヒransfer　into　土ce　are　among　the　most
importan七　processes　in　polar　qlaciers　and　ice　sheets．　▽aria七ions　of　densification
mechani。m。　at七w。　critical　den・i七i。。，550　and　840　kq／m3，　have。f七。。　been　rep。。七。d
in　many　glaciers，　and　explained　as　follows：　snow　deposits　in　cold　regions　underqo
a　densifica七ion　process　firstly　of　mechanieal　displacemen七　and　packinq　of　ice
P・・七i・1・・u・til七h・b・lk　den・ity　bec。m・。550　kq／m3，。ec。・dly。f。。mpac七i。・by
pl・・七i・d。f。・m・七i。。　ti1184・kq／m3，　and　finally。f　th。。h。i。k。q。。f　ent・apP。d。i。
b・bb1・・七ill七h・七h・。・etical　den・i七y。f　ice（917　kq／m3）．
　　　　　The　exi・七・nce。f・。　additi。na1。。iti。al　den。ity，730　kq／m3，　was　suqg。。七。d　by
】1aeno　（1974）　on　七he　basis　of　electrical　measuremen七s　of　nizuho　cores，　a七　which　七he
bondinq　and　packing　mode　of　consti七uen七　ice　par七icles　reaches　an　optimum　state，
七hat　is　七he　contact　be七ween　par七icles　is　Inaximum　and　cylindrical　air　bubbles　are
only　included　at　in七ersections　of　several　qrain　boundaries．
　　　　　The　present　study　repor七s　results　obヒained　by　new　analyses　of　desity　dat二a
collected　a七　▽arious　polar　si七es　including　Mizuho　and　Byrd　S七a七ions，　and　also
results　of　Snow－densification　experimen七s　conducted　in　our　laboraセory　in　七erms　of
densi七y，　qrain　size，　applied　s七ress，　tempera七ure　and　七ime．　　The　analyses　are　based
on　regardinq　七he　densifica七ion　process　as　lpressure－sinterinq°　or　lho七一pressingl　of
powder　materials．　The　concept　is　reasonable　on　accoun七　〇f　hiqh　homoloqous
七empera七ures　and　pressures　to　which　polar　snow　compacts　are　subゴec七ed．　工n　七he
pressure－sin七erinq，　densifica七ion　due　七〇　power－law　creep　is　also　siqniflican七　as　well
as　七ha七　due　七〇　la七七ice　and　qrain　boundary　diffusions　depending　on　each　physical
condi七ion．　　工n　the　presen七　report　a　s七ress　is　pu七　〇n　七he　densifica七ion　ra七es　and
七heir　physical　siqnificance．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o経声・声
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／】・壬正弘（山梨医丈）
　　環境中4好く・・㎝・n・backg・・皿d・・u…鵬〕・・u…n・／㎝2．・ecヒ比▽6．4…－3と蜘・レ
とは瀦線1・よって大雛で二嫡1・鱗さ，瀦甜・・・…－3と戚少す5．とく1・熱
椎。。smc　ray。，。・。。鵬穏味∂るが：字宙戦チ1社空からのク陣イ鮎　1桁以上大き
線舖というよりは輔蜘雛含む蜘線くなるが1訊うとヒ頃で⇔轍ヂタ1才
4勿理の分’野で’し1歪しばイ更」手1され5．　そのエネ　まだ乏しい．
ノレギース∧くクト’レはノ　エネ1レ×一範li到6“熱エ　　　Interface　effect　に1幻8≧tて毛う　一っ闇鍾と
矛・レぞ一から・・9。V以上の島エネ’レぞ一まで⇔の・邸競射拐の翻分布であ5．小£
及び、ほぼ　1／E－1awに従Lラ．趣iP、刻定の封　ら2♪はヘリコフ。ター喫験によリ地表上503c厄2
輪⇔のは・・8・V以下のエネ・・ぞ一の担刷鵠頗化曲線縫・下イ司き・榊疏
で，／＜の1ト皮爆線量多色ナ寸4直二宴定〃）1基準1こ毛な5　ことを示し1巳．　0’Brienらの了†耳で1まそれより
こと6・らスペクいレの鵜聞促，エえ’レだイ鰯度倒にずれて・・勃“，エネ・レぞ一やぽ度
刷特托麟、鹸介布、天囎分布なの差による勧と思わ柄．熟中性只；則足
ど6澗究珂象ピしてとり却プられてい5． す邪し1ぢ恒］1，　2からもイ分』3よラに，∫也元ζ賀寸
とくに》主回され5のは地表i吋近に2ぢけるま裏　近の高度愛イ｛乙ぼ急放なのでこの間題・E追輻ζず
勧性和蟹1分布で，栩鯨質力・・空気から
工（あるいは水）と是変す5ために生ずる
　　　　　　　　　　　　air－ground
　　　　　リノむぷ図f．　Air－ground　interface
　　　　ll川
川日望熔⊇§
　　　　．鎗㌃鷲㍊）
　　　　　リノ　コ
図2．Air－seawater　interface
　　セ　　べ　　　　　　　　くニセ
と繊鵡現象3・姉繊での刻足1・よリ永面上千確間分
てごある．　「ぢく6、　布1よ眉一易に†6られよう．　これう島緯ノ菱＿に才元｛ナ
らこのP剖題はきし　るデータはノスペクトルの果な5マ・イ禽檎度
拠れ貸た献弗デづとの唖の上で壇卑であ3ラ。更
，最迩、・，・…n・、ラ｝蘇力・おヴ5環軸野のモ・タリ・
らりは穿宙線パ　グは寝雪舅だ兄の笈化3）毛‡足える薯であリ，　そ
ド・ンの絶封慮の果飼役劉は多岐1・わ⇔とカえうれ5。
度か破勧地　以上，遣軸性手亮促の億義・南極にみけ
の中性辣合布る6個につ・1て，これまで1ココわれた号備的
ちエネ1・ギー別安験礒・糾する．
に計算した．そ
れによ5とノ　図
1、図2に詞R。ferenceS
ように、aiT－・〕．・・B・i。n，・．，・．・．・孤伽。i。。，、．，．、証。n，飢d
9「。md　i・te「face　J・E・剛b・11，　J・G・・phy・．　R・・．，旦，114－120，
とair≡seawater　　（1978〕．
mterfaceで夫中　　　　　　　2〕．Kodama，　M．，S．　Kawasaki，　T．　Imai，　K．　Takaha一
に異な5．前者　・hi飢dM．・。由，・。，・．胞d．卵・。。．、、、，。。、．
での全中性チ東　　1，882－895，（1980）．
1コ’a1「鮒の3〕．K・也㎜，M．，C・・dR・g．S・i．T。d、．，3，295．3・3，
紬空闇での値　〔・98。）．　　　　　一
　　　　一35．2x10
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るには有力であララ．
　南種～十ずほ甚地1穗ラ｝く2釆上1こ｛立置しているの
で．環虎W抽・i・－w・ter　i・…face　effect
力澗徹れ5．永床内曝婦ラ采あ’よぴ
纏㌶警㌫㌶』無親
名餌の鮎『初z％うバ．糸秒胸・ら
翅妹外炉らwエ（こ降りそ乞ぐ・，　　　　　　　　　　　　　t、帥辞宙
度毛存柾1之tI　3。地i球癖の産に軟べ，字
宙皮♂Z和こロ惚城性♂影響熾’」は・・ヒ兎之
られsのzい㌣宙慶乙気候い向1・何らかの
卿幻パ㍑劫られ3●ら1ぎ㌔宇宙匿・蛤也球的
気候籠潔褒錫1㌫響纏敵
量しの細姫調亙赫E肋に，紬ズ試料ε｛才
U功ヒオ3雪ウ氷卑の宇恒魔（キLくし丁，球杖
徽い初徹翅脚壕帥．アラン・
し1しズ栖已時ず・穆惚鰍中以快工
祈膓欠ヒ穴乏ぴ琿状祉弓濃慢芝見い公一任．
　アうン・じ｛しズ・は多教命i陵、石ノバ発昆さL柊た
弛城τ’あ3ミとから．微城3L頂」5＞川刻係
ドついzも丈いに禦疎戸資仁仏3。
　　曙瞬パ，アラン七峨繍料・干
ぴ固体微杣与加θ・縦束・採｝毒匠之・犬負中
で発見・採取音れ之廟夷戸直あらト之穿r…．
1、c㎞λc～ψ巳YW＄1’ヒ畔｛ヂ沐〕蝋｝ズ粒子に
驚ぽ詰羅姦齋諸㌶㍊ζ彦
叫紅果芝避中耗過でパ丁が3戸’・萄±す3．
　粒与外w醐幽メ5雛化叙．外皮亙肩㌃3虚％
鶴；罐㌢η㍗畿亮緯‡欝1毘
励ぴ』mσU畝に脳乙いハ。5巨レ～1こぎ
2驚錫諸聾謬姶警訊遍鷺
担壌であ3・　XMAド㌻ら弓礪バ雰痴杵
の≦課・“、Σ・填醐rJ・～　　　　　　　　　　　　　申破・（
巨アN｛合金ピ髪の酷夜灼から行ジ）ヒ1『璽蒋
L｝・9し哨’しK箸ぴβ笥装鍵がξ1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
皿一6
　　　アうンヒ）以裸う牌の噛隆
　　　　　　田澤歳二，神ム兎吉（京穴握り．野工謙一（狂協暖丈〕．簾＃理行（施．綱）
　　　穴気中に霧遊すづ固体微粒≧はノ雨　　る丘し，万傾勘⑳紬孫1殊ヤ、コじドうべ
暫臓いて漣鯛与酬元・パP眺幽繊1・定・、ヌペ柳殉・移臼多・
ご1賢遵乱ぶ1聾聾㌶砦羅ム｝誌讐巖；；、三一叫1こ□繊鋤∩
）～MAσ・結穿色図1二示方。
皿一7
　　　Correlation　of　glaciation　and　deglaciation　be七ween　Japanese　Mountains
　　　and　Antarctica
　　　　　　鹿工正治（京都鱒理騨綱．褒翻古擾陵嫌縛更），Ch・i・・ian
Sch1Uch箆r（エnsti加七f置r　Grundbau　und　B。de㎜echanik’E喪一Hδnggerberg’Schweiz）
　　　堪膓工1吟回醸同是表秀のCh・i・七i・n　S・h山6ehter及がH・コ』u七H・uberger（才一ストリ
ア国、ザ1レツデ1レグ穴惇・民理学数室）と某　い日本高峡⑦氷期，氷成堆積物とヨーロッパア
・レァ入・同堆綱と醐比作業モ・97坪峠嫌ほ・る．この陸L鰍1淳く・1く
胡の研咲ぽ，／9θ之手斎い閑始〆予定され　て・・る琵琶朔底深層捧劇1ミ」る気候変イ（研匠
とゑ募’体モ蕨可ものである．これらのβサ灸辞累φ総▲（τ近い将来い，グローバ1レな自
然隈陵茨蓬‘ご関∫6国f累不‖i肴トモ稗…2∫る考え　て“6ろる．　／タぶ／元チ孝犬以釆．　Schl6chterlコ．
米国隊∩一員～｛て南極いあ？て南極’k床の波鋤資料1収集牛であフ，日香高内⑳氷河進
退ヒの村比の緒ロ？見付η」）と努ρ叩ごあ　る．こKぽ又、／タ8・3年仁　日香学術依堺
念の穣弗ドよ’フ実使予定のニェージーランド洲底移閲作莞解祈村灸禾言※と茨1ミ，ルし予球ヒ
南ギ球との茅回承乙司候変化の≠寸比βヨ究の茅一ケτある．
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1▽－1
噌の鮨晶のΨ心骸について
歯惚　　疏弘　OヒKr理鷺抑）
灯　ヱ　　正　南…　（北X大弓慌i融醜科喀研科）
1．1才じめに
　留語晶の㊥に核の拘傾間喪、名、W50葺代∀
ら≧Yしz電号間祈宏t像って竹わ払て室有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s↓，〆、吃れら⑳多く啓、痛土紘籾，蕗竜粒等，
恕焼窒成籾ヒいっ佐分赦で蕎｛兇さ丸てφ抗。
1駕，鍛並急激宵蓮宇ちとザてい3エ〕tルギ
ー 令教柏）（縁ぐ”リア丁ラ4ザ’感、養但
璽竜舌象微窺等ヒの組含ぜ、て‡。2、試借表
面の纏x司節τ、N己滅エの元孝の皇？〆剤
授苔能で、し∀わ、じt藪旬幕葭窃話い生輻fも
孝♂倒0秒汰閤1±令祈でで3YV、つ恒斜忌ヵ▽
あ叫、工一ロゾル粒菩や吻緯廊②Ψκ核の剃　　　国一1．観剣党※・
費寒，うくq裟糾ε弥泳Yし宵りれば奪弓な
“碑沢⇔ぱ、倭禾の娠暮宕叡硝の？ヤライザ
’1ユ比しス今cの刊喜・〆あ3・われわ如格、
zの菰竃毛田“て電轟覇の旬κ白③欲葡t瓢
ム蕊端聯吻⑳転伽つ“抽窪　1…
2，叢　置　　　　　　　　　　　i5°
　剤喪1±4ま田し陥煮苞型彰3舞傲窺は日江
SEH－S430，X線マ4　クリアfラィデ’t字HO
RIBA　E卜4AX－1800Eで8）3φ
3．試科堺集褐所おふび鰍倒
　暫語晶⑦採集感、間一い儂示され3●告里の
｝v着蓮大弓隊弓陶ぱ庵砲鷺艶芳章蓼杯坊●里
4竿蓼怖、ψ聯1め腕｝醜菊K喀犬吻∧碑騎
怖と札幌道鄭矛稲山o比蕗適大惚吹豹穆酬
首で行っ唇。杜、祥集有姦ヒCて、胸ピ　　　　VU・°”AM8ETSU　SPA
∠’ハレホルム’ぐパレ1％②二電也エケレソレ　§’°°
プりP煮を痢い1ら通障のレプリカ宏，30％の　　…，。
クOロホルムレプリヵ乗ε司・＾悔患乳宏，お　…
〉が挟棄論鵠輻へ州CA（メケルー2一シ
i窺写系であ・，、ω、9了すラ4ザ1、エザワ悔申
絨れ吃鵬楕鋤寸・・7グ村ンドのく蝿t
3・じ抽αて’あソ、の蹄糸課t’が．z
の｛司ぴAt，6㍉伽魂勧ピーク・醸励
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国一4．三斑漬、、っお寸3剣賢縮釆
NoM9AIs‘
　　　　EしεMENT
園一ぢ．重駒射τα直障の吻詩晶Y青硝吻
　　詩晶の剤賢詩釆
（の　　　　　　　　　　　　　　（b）
田一2．番桁し†2粛放状叉｝も
　　　　　　　　ノ参
彰醗巨
ω　　　　　　　　　　　（b）
倒一3．解祈し有奇硝璽篤函
十佐。固一3膝・〈力吻る考硝吻縄論ぞ、2⑦
倒で搭也，ct，　Kが認肪ら飢f乙。
4．潮鮮線
　国一4ぱ多党薫、で窃到寮詩塚毛系してv・3。
繰軸、z洞穫，種蜘｜ユ甑以工の元毒るをYっ2
あ3。毎子里の倒でぱ、剤畏しセ吻緯協散〆
8｛口で、核の佃数珀ち楓であり、包含Lてv・
3駒唄としス橘、Nδ，　At、　s仁s，α，κぴ〆差
（⇔
（o
みら4し3苫ラ、z、！級的’射8銘岳で悔，　AしSi，
S，ct，K，（㌦〆輻、エε審れ之い抗の口背し之、
千薪1暫詩瀦で博，Nぴ，H6，　s1，5，ct，K，c＠ヒ）・
っ予｝も9〆童年痴のτあっ抗。
ち．縄　諸
　穿ゼ争備的写剰獲しバ行フてい斥・♪ゾ，2
⑳薮置、エ2②麓戊菊惇、三瑳塙力有ぎ霞て’あ3
zヒ〆わ∂っ抗扮｝里，竜駒別，手稲山で
であっ抗。2れら仇zセガら、田●望で賭遠　o駒噸憾、z如それ♂開所ゼろサの査ゾあ3
工弦籾，葱堪粒予，・燃焼孝載淘のガれもヵぐs
‡れ・Z・∧3工う九みうし3。1労，勇聯U防例
で格、At，　S㍉S，　ct，　K，　Cα〆￥歓じてお、｝、
粘土鉱駒〆ナであ33うじ句礼、き仇、S感
噸鋤噛牽丸赫ら妬。z柄）・タ孝じ
之、矛稲山で惇MAt，Sを，　S，ct，（泊時砺翻00路2018　tバ3キ・τあ3．蛭里の
っ抗。三姥忌で某違し2ヒ㌧クt手じ悔物衝観翔℃ロ北K瀞了抑｛ぎ魚櫓電彬労環習綿五
t‡，Aし，　s㍉s，Ct，（返z・あ・祝。丸っ〉も敬多　丁蹴恒矢湖散緩、2、¶駒別で防じ激x値、怖
くの試許今瞬祈芝し有看勇編‖で、重蓄の雪詩旅緩褐禽㌔撤搾性多匁防両梼助吃小悔デ窒客
晶ヒ希倒留錘轟ヒで均噴の相蓮⑳肩惚ε調訪　1有2ヒ‘歓漸い后る審弓。
べ・杭のゾ回一5で2hる。両着〃・ヒストゲラムは
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キうであ3。書恒，千刷噌の句栢、♂3司、b’
仔・ハ〆、アし訴偏〆象奪ってψ3ようロわ方
礼％
　　謙　評
　z⑳碑荒斥叉抑福科研嶺一徽研冗（A），読鰍
lV－2
他鋤蒙嫌で萩哀イる％緯晶の弓態
　　§　はじめ子　伎彬・く叫3考の鶴晶臥
洋倖、島∨今経晶ヒかい♂ソ、そ小う吟功昧1書
、㍗凱違浸・ぼ郷祖中｛緬しちパ
権苗ば考，・1・ラ也穆也（昧移犬・躍工）
粍砕罰ヨ，，か・協履ず3。逆乞炉硬ヵ・・晶い揚令巳
ぽ顧．τ踊㌔、2・已寂歳・占し、厚
角秩が歳表可3。　タ3倒1書、－30’乙、1亥己⑳
グ‡ピ獅形をピ・て叫・てい多・律佑のラε重克畜、キで吻長す3ヨく嵩の＆癖の殉隻タ脅の蓮
轟勇“ヵ、・t時、る地〔，96f，〃7・，〃7り防一偽寿度イねイ↓樺を矛寸・矛2図休揚白ヒ｝わ菱
逮角税州があり、ヌ詳擁晶傷∠っ・・吃声、靖　時、1亥庄窃尼象を入小陰4で・あ」・1笥圧
水（／％3），檀¢（／ア6？），菊叱‘（〆ア？f）の被捌か一φ）ε㍗寸で砕協●禽最亨ぜ3マ、ネ曇・質門磁
あ3。ン芳、ラ鯵嘉毒の☆裏鞍樽にっいτ1よ徽勤啄セ1后硯可34声・久才7“頃て“、ξ輻品〃…
、　ノト材」∨　6　い｝　）　　（／r7子’　ノア76’　／9ノ」2／　　cη　’　）！LO）額『
㌃ヂあり、凌小うら噺雇埠霜ψ⇒・与・’は．a
い瞬烏しかい‘パ・才弦健噌蝉羅
嘉竃φ噺’塩償霜1舌、づゼ1予∨ん㎏・・わがつてい
つ・．わ・・、粋うぽ独ぷ・ヨ・・1司・吉
ほであ3－30ピつr・cで＼碑舷っ）酢乞争厚命て、葡俸舘㌔い巾咋｝角狂念ちジが域濃43
千虜締晶⑨歳廠イぜ・薇地ら勇ひ研ん’クてフ
膓θ
　　一Lく確轟‘書か図旨秀可偲直　姦43¶而涛侮級⑳妊面くく宅是？艮贋セ琢寸．
箱o甲・、てら・磁ゼ毛伝．二叶垢蓑幡、ネ象気
の可擁森ピ移轟項取禰偽淳危セ砿a“刷1影↑可
3品吟蹄仰）が’入れあ3一ば輝ら
坤広パ祈呼・坤・t印亀・オ・騨）壱
丸lL透脅可3・＊板ψ）ヒ匁看晶弄雇福ω9間
〆碑毎φ諺度xで1でり、擁抱の～麟勧’」皇巧千
で．奪磁醜加杜・掘・’已†ケ柊・
衣欧1巴“の煙を蒙毘淘r在ケ入可3嘘、　　　　　　　　　　　　　　　　　宅a
、恒飾舶伝袖げ新し絃喬・カバ’一
ザラスヒぞ噺塩可3。窃長砕、晶｝3、顧恢伽
パ。楊硯身叱。
　　一L万2回1ホ、－3θ・〈、イ助εて
（o，7⑭）で脅葛t丘垣締晶あ轟角防頻度タ脊
の’趣飽炉妹4只綱，蘇％・人錫但過鮎知
厚¢・工浅・嫡f㌔雑（2吋P・u帆戊が’キ
犬aへ所長可3x、綿湯砺㊥心∨角φ間φヰ
面蓮舵元¢度が・衷3律あ子、骸晶砕轟か・唐尼ぢ
3先峯嶋W3。　オ3国福、緯轟切サ4ズ沙ソトゼ
い彦あに・ラ、勧孝窟雇ず3司‘轟の多憂覆タ千で・
あ3。司く飽粂民蓮い偲疏獅榎で・時、長“ラ
　　　　　　　　‘‘　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　づ
劣、過鮪炉虐が・循4＋よ3と、侮阪締晶か一所雇
イ3。㍗4囲‘3、一）o・c，1賓房今を賓7て・歳，
：小重庇3wわが⑱砕民・1笥圧の与か†で
1‡、苦勺ナ％以じのE紘獅度＾下で、撤轟砕協
が噺雇43易が・わか3・琴毛う吟哀“εt恥・
う雅舞イ3Y、1葡獄て一観芦b糸旅靖水の長・・
角才坤も嘉’ぽ鴫声令り1さ．ネ鶴如眸近い佃坐乞
評6［の下で、e加ぢ伺Kうぜし砂嘉L陵擁晶
であ3W彦わ外3．　ヌ、檀¢声’㌍イントバロ
　　　　　もン
ー τ・
槻ガ・1し陰詞俸、、砕協，，は、＊倍靭ピ凶、、修
蓮倍4吃の千で・、座面ピ2裡防娼ゲτ可｝蒋面ば
↓ぜん車偉か入つτ歳葛し伝訴、島Z・・、あ3セ姓
わ＋3。！タ、南エ楓で観州才＋丘閉泌叫非は
弥撒角級Yゑ角ツ、声俸砂、乙角ヴのき6、島1ポ
、氷乍句巨拾泣いμ鋤ギはφ千て・・、緯品＾才ゲ、奮
吟の勘ら㎏ん車1生が・〉・って膚長t医5阜、論であ
3、巴われハ．二糸う命爵細〆っいじ1舌嶺
御【て歳岳耳3．　1タ、政％メヒの）昼夜も柔鯵榎　澄あ？祭逸くご3．
の千で・広今福iわ角秩パ繊しτ噺雇名
。櫻丘イぞ‘び、4c菱ヨらが徹＾初状加塊ヵ“ジ
・冷め芦、拳蹄・事、ラ御和わで吻岳し
、氷4τ牽ゆは）血い偉遍4鮪旗の千・c・奇膓可3膓い
今南峰箇砦φ厘｛和芦1び、ら疋し車修が・入フz
い》じのxl多市木3．ズζ、葡惨・‘、うぜん4ゑ修
ヂ刈。、a醐｛句パ蜻、一、桝3‘宿
21
第1図 低　通箱
supersαt蝋辻b帆く％）
寸2函一30’c一江圧てで・脅表し丘ま袖
　　　　　　⑳瞬・願碑幡細イ
　　　　　　ズ“‘字仰声昧千）
（?）
??????
●●
口 〆。‡e
■ ‘パo蹴
騎
2■
o
労3函
tO　　　　ヱひ　　　　　ヨ　　　　　　ヰゆ
’uドrsα加㎡Li。n〈％）
－3・’ζ一雄⇒碑て・・擁
・嚇晶・繊・獅僻
（学襯サ4ズ’1千仰司
500
τ30。?
2200?
Ploo?
§5°
±　30
　　2笥
｛tu「ぷ‘on　｛¶・｝
首4図一go°し，1紅の孝剤で咳’
　　　　　　姦し隊ラ治1‡角狐の痔輌
　　　　　　牲り酬
22
1▽－3
昭和基地付五ら辞雪にっいて
粗田誠（極地7汗）
　南極略中基地舛A⑳電の観剤．研究tぎ旬1　巨〕、
・職冬※又来舌こ宿われし、きザ．雲と｝琴雪夏：全痢・エらク4プ・雪ぜ多いBとくに、
の領徐や．聖鵬厚㌻らεについZli｝．ぽとん　NEi風例ヒ含多い。他句期1司に比O之▽・句タ
ど耐究丁＋て・・n心仁ヒ恩わ㊤㍉■回こわ％蜜ザ多い．耗皿の夕5つ時ち・・．
永ら今師輪刺象憤とし之干向ε▲し之冬：w・夕づ7。・要e幡い。寺仁兀⑳タうア
の雲と夫」気1屡ヒら1刻休を調べFrぜ．線岩寸　も多い。
ゑ待和・｝和仁デつぽ辛着ぜ玩カロしF纐劃油・いヲ伯嘱駈」夏ヒ重い，NW風
20釆滋（4n9干）偽データてある。　　　　∩〉翌うい。
　　　ぶゑ．、ゾ・亨～・パゆが頭・づ’ラ倒本ち直して．SE風吐引干1牝㎏O雪ぜZ
フがら・K飽和・廿して7ケ幻辻τあ3ヒきモひ・行い。原因を考乙陥ザらパら1・フい
蟹ぜどぞていると芳之，蛍ザあ∋と董の室つ　［麹
守ら状徳曲」線⑳形によフ乙，頬馬ワりq74　f口．i2日
つゴ伶癒し仁．m債う申乞パ齢ノ蒜陶線⑳侃2‖
形ザ’勘繍くに血い内令9（工）お舌リヒ下9汎複
差ず百い晶令。（皿）地序曾杜う並車万の｛ヤる・
雲ザぜせて）15島令。白ザ）重ぜ．上塵1工島5
逆職乃ε！呂汁・で芝ていら晶冷。ζす）（r）と
似、β状態である廿‘’、並転方の下1二室ガ’省雪Z　6自・7日
しば傷令、池‥絹表も施図1・・示・ト。餌r目
ぎ亡雪ザ2万以」二じ5つ乙Uさ昨し守，赫ノに
つv・てタづフo伶1アε●こ1二っ丁三。
　大気透aを兎之3τ～めに．天気遭ぜ再いoピ
与δb、b　q風領せ雨vq巨△ぢδUw、bの鳳向竜）艮う
4引ンS類し鳶。NI』（o°－98）、SE（？・°－1加゜），　…鳩舗
NW（ユマo『－36。°），Sw（18《）°一ユマ・°）・　　　　ケR．k項
　ご⑳よ今｛・／激・之考2．E大気柏らと唾う
状徳ヒり南斥を表メドネし律。ヒカ5夢期碗、
冬剤瓦移項蜘旬」に！Sけて朱しβ。
ぱ　 （エ） 　　　　　（エ）　　　　（皿）　　　　（・）
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lV－4
夏秀北極醒の生成過程磁値庚験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑幸雄（北海道婿工隊部）
　憂考寸←極層雲ひ庄成過程にっい’て哲値寅験換（、高了Zと時向†φ画教と’て計」算／た。
さ行・た嚇層鴎錠20・0徹，エスタ放射加熟海峰φ言†恥、飾によ3散乱遊
ごトILル層の厚は20仇ノ海面の祖度S1程S廿介な精彦丁取りλれたB近似法1：よる
㌦とし、砿螂，勲量、末惑筒量、要＊方該き用い、ロ煙蒔向’5命毎1：行・た・雲租
響1嬬警元螺璽鷲璃1鵠雇鵠欝㌫1露罐轟織霊
1：トり，叉ぱ方向θ園速IU＝兀＋αノT＝　と｛τ蒔の各司5」…（λ）によ・け3vo｛μ鞭疵一
誌鷺〔昆鵠罐虚糟’毒τt鑓㌔㍗1㍑詩ご昨癬縫ぽ
微泥舘轍き岳齢可れ方醐剥」次一帥雫碑゜とし近斡脚醐領導
ひようにな3．　　　　　　　　　　　　　によけ3ザ尺成命・によ3喧収効黒毛厳蟹1こ取
兀響一妾（㎏罪）璃『禦＋c
：　ττ～ぼ放射にょる加藝率、Cぽ単位蒔允の濃度さ示1てい3．
向単位体積∂～たりぴ凝縫，巧ば粒度槍而r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図41ン各欧遠蒔周仁よけ3角温σ～1高度命布
ラ宇慮1た4駐水（λ平均落7ミ、遠震丁’♂る。　こ（7・スう一さ汗寸。08：00rこよ、い7唾・か・ン警庄（た後、壁・
獄不ざ兀、、〕力x。δ〔〕／δ七　　告鷲弘1篇潔｛ヨ系遵轟嬬
1・わ了ぽZ）・F眠から（τ，Z）S声へ変成瑚．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こひ遂毫i層／」屡！o、⊥端グ・上昇とと…乙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2000
兀芸一白＋貴（K磯）、
兀芸＝一∪＋昔（κ・……），
兀嚢＝ま（磯）＋（｛書2㌣，
兀芸＝妾（ぽ）一ξ，
　　　　　　∂鋤
　　　　　　　　　　　る
ρ??????
図ユ
λり川｝
α5　c
oo
りλれ亡。気温と湿度σ、初期奈件と1了ば
円75茸汀日⑦Ba　rroω仁」ヅ丁3／Z蒔ひラごオゾ
ニデの測ぽ1亙φ目♀均廼さ用いた（1図2）。
拡散俸蓑枯．kθと171」．κOhJo　e†」．（19
78）によ3苛ひさ用いた。1XIO8肌旗ご‘た。
計　締黒
　図3に吹送時向τ／こ打寸3婁7K量⑦高度分・
布さ示寸。雲｜」8時向後’：50欣φ高コ仁・発生
に以後48㎝％rひ劇合でそ《上端ψ吐昇1
τい3。雲・k量ば上端署戸によい了最高058
24
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図2　初期集件
↑●mφ●r●tur■（・C，
仁上昇口行（．
　図51：吹送時向3‘時向後（吹送距離1037k㌦）
によ・け3気温、藪＊量，・全力康華（HTOT），凝
爺φ潜熱：」3加勲率（HLAT）、顕煮継1：よ
3加鱒…（Hs・N），全　鋤加勲辛（HT・），芯
外領博‘こぼ1ア3友射加勲率（H脈），五幸外領
博に劃寸3放射加勲牢（HSR）ひ高彦・分布〕
ホ1司㌧雲」貢fJl300れ仁達1て｛13。筒温r6↑んご
00棚で農伯殖27／、7突さ示｛、㌣れ↓ズよβ00
0ηゴ了“1コ強い遭i転さ示1て｛13。ξ『丁貢イ寸並［で・
HエRIJ一ゑ5・C％rパSRばα25・C妬師！，
H「rRに仁ゑ25∂C／4r　了い（子る。蜜層上部に3ぐ
〔、て’惣・拡鮮勧が1漸ご・’・」（σ3戸
あ、固流輸き1こよ3加熟効畢（HsEN）lo・トづ
遠鶏醗瞬8舗㍑7二θ゜・wこあ
2000
1500
（?）
㎎????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴだ観測と一殻寸3循黒が
　　　　　　　　　　　　　、の、δぴ得弓れ了よらず、今後コらにモデ／しの反凄加
ら逼転層内が漣却コ脚77K燕脅グ凝甜レ曇の・X辱で♂る。
よ端グ上昇け行（こど｛こな3。凝結ひ潜軒、
によ3加熱季IJα95。W拓てい（ヌリ，・全加烈冷
王障IJ／250～β00初で一1、35・ご！％～な3．
と鑑篇麓躍鶏1霊遭賜醤
1）、才たこぴ層曇ば2w3日でこ層1ン分か吻
3eいうこぐ了ぱ3グ・今回∩計葺でぼ劇く
量IJO4～053／泌τ7り、オ～ご層璽～」二～層
に令かれなカい径。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　T●mp●ratur●　（OK）
　2000
1500
0
（?）?
図4、
　　275　　　　　～80
T●mp●ratur■　　（・K）
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　　　　図3．
以上ひ」う1こ．
o
L㎏・dWat智c。・いnt（9／m3）
　　図5、
H■atlng　R亀t■《OC／hr）　　Rad巳tlv●H●ating　R●t●ぐ℃ノhr）
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V－1
南極ドおける降雪噸素同位醐成・地上蜘・っ・口
加藤喜久雄　（右大ワK圏研）
降雪の生成温度のみによ1厭定されマし、るわカ・・τ㍉
ヒ考社れてき仁南極の降雪の酸素同位体組　　てこで南極の他の地点で毛このような関係
成（（ピ0）ヵC、南極）k床へのフκ箸、気輸送過ネ呈バ見られるのかどうか検討｛†㍉図2は’タク2
：ぽ聾雲霧酢謬警1㌍1二▲、認：踏膓躍：㍊籠累ぽ㌘『
気斬寸送過程を考慮、、てδ’勉値と生成温度．との　リ月平均気温ヒその）欠の月つ8ぼ0つ平均値と
関係を取り扱えば二R輌gwの弐を基礎との間のう・〆よりきれいな直線関係力“みられう。
け：降雪の生威過程に関†る理論的考察力ぐ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔かし㌦弄ドよ、てはこのようドな・らないこ
庶の現象の把掲・ヲ牌ド有岡であろことか・とt判明げ・・
日月らヵ・1ミなrrて。
階つ8・・o値・・、そ頑破庚鍍（高層
気泉観則デーヌから求め仁）と9）関係ドおい
て考寮さ株るのぱまれであり、多くの場合は
地上気温助関係で考鮫hる．初場合、
同一±也点ドついては、降雪のε’ρ0値と地上・気
温の月乎均値ドっいて考寮すう♂カ“通常であ
ろ。
　図1ド1『ワダ千の昭和基地トおけろ降雪の
物つ肝均値と肝均気温⑭関係玩し
日平均気圧ヵぐ他⑳月♀均気圧、ド比〔ハなリ高
く，低気圧ドより供給されrミ’わに富んド’水
薫気の量力惚相よllケなカ・。r・r・わで碗。
こり朗t除けば、両者の間ドはかなりきれ
し・アよ直、酬系9）あろことカで十フ、カ、う9　ヒ＜fこ、
月乎均気温と†の次の月の艀0の平均値ヒの
間国誹常1・きねいな直線関6秘あろことカ“
0一
。?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢
r・。9月の降雪切8’80値力撰助：・トさいのば一三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20
?
???
一30
㌔ OC
図1
　一30
　　　　　－30　　　　－ 20　　　　　－10　　　　　　0
　　　　　　　〒　　　。C
図2 認㌶、㍗㌶瓢
　　　・・月乎均気温と同じ月の降雪の8♂o
　　　　　の肝均値
　　　o’　月平土勺気：温ヒその：欠の月の毘年雪の
　　　　　ピ0つ月平均値
／？74与つ昭和基地ドおげるF年雪の8／θ0の月乎均
値と肝均気温の関係
・・肝均気…趾同じ月の障雪の8’80の月鞠
　｛直
・・肝均気温とその次の卿降雪つr’80の月
　　乎均｛直
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V－2
みずほ基地ドおける飛雪の酸素同位体緬戎1ドっいて
加藤喜久雄（ゐ大・フk圏研），藤井　埋行（極地研）
　みずほ高原9）飛雪り酸素同位俸i4且成（『70）昭和基地の降雪ドついマぽ8月を除いτミ刀ぐ、
昧定はいる因子の考察はヒぐく、南極みずほ基地の飛雪ドっい引よ朗t含わて直
氷床への・k蕉気輸遡淳酷役割ε果口い線関係硯られろ．二のこUま、ケ〈と終
る汲岸低気圧1・よろ・K烹気輸逆ド関村検討にi以ズほ蜜也へば1辮1蝦圧ドより・隠気
結果‘・っいマはすで1：報告1てさ丁㍉　そのな　ガぐ供給さ1巨ていないカ＼　あろいぽイ共給ご｝ぺて
かで、沿岸低気圧1・よ狛睦栢・k薫気輸送いうが勿ド嵩んでいアゴいカ・のと弓ら・・ε落
・峰節ドよ味きく異な・マい珂能働あ味ほいる．
3こヒを指摘1てさr：．　　　　　　　　　　　　　図Zl・おげ3直撒泉の傾きは、昭才P基地乙につ
図1・・ら、みずほおよぴ昭和両基地明平・・て取7，みず昧地kつ…は1・3・対
均の気温ヒ気圧の変動は、ほぼ同様の傾向を　く異つていて、昭和基地ではラ昆潤断熱冷却過
示1てし、るヒし・えハ．　｛、カ、しノ『ヵぐら、　1『IF±≒∫→r呈で、冬．4）みず1ま基地で1ま等β己フ金、去雌で、
気戸池の月よ’ノ高か・τヨ月の8勿の月平降雪バ生憶れていること左示巨いう。し
均値氏昭和湛地で1填常ド・トごσわマいカ・し2本殖線のつなカぐ乃・ら駅、みず
ろのド、みずほ基地ではさほどノトさくなってほ基地の夏の飛雪ド関寸ろ直線の傾きはo、7
いη・い。　こγしらのこヒ1よ、図21ミよりロ月瞭1く　1：近い値であリ、湿涯断熱）今去ア過程で階力で
示さねてい乱みずほ基地っ飛雪1二ついても生成されていると予想されろ。そこでこ／777
B砕基物降騙様8句碩平均値ヒ月平与1・みずほ基地て通年に柑・リ飛雪（ドリフ
均気温の脚二は直線関係バ見られる．この際．トと1てτヰ・鳥の）を採取け・・てKら
　゜　　　　　　　　　の8勿・搬緯果について報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　－10
??
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l図1　m4昇ド却↑るみずほ基1也の飛
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▽H－3
　　吸光ラ去による中・性夫気微量成分の観刻
味崎知夫・禽柔微・、J・川豹4広　（穿天　理）
　　綱に別う組蕨・酬θ，ヲルム・4鎗662晒の可嗣・棘帯を剰用可る・〈／o・
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ぷ作。し1諦蠣）醐樹画（提宴捕幻可胞碗．μ031砲閻旧を線ヒレて
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　　　初浅大気ヰの厄o濃痴則定計画
借繍壱，奇苓久慈、小杯愛樹智　（名百屋大彦　ノk圏科棲研究汁）
　　　六気中のバ20ほ．主と1て地疎上力庄　乏作リその放良かつプけらトξい主。　後看
物力元動ピ」’て放虫之庶た∪4と拷之多れ　のカほ．と1あ之可’簡便な方IZで卵スεサン
、微生吻刀ラ6動と1菊］重lZ興昧あう戎冷であ7。リンク川マ、石α）型（エレクトDンてヤ
iう。乏ξ匹加えて犬気物理鳶的い」　戎層圏フ。チャ→ぴスクロマトクラスーKJき検劇ゑ
荷度の／）oκの主要庖原糾物填㌘勃の欠の」う　の検討k主目角王和ぽミ斥，　表1κ祠
な研廃分野ヒ直接的rコ肉係承あう、　　　　　右力ほ，キ周的ぐ1ぱあ3於，得今小舌屹吻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1農皮て1あヨ．
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　　或β看圏のユアnゾリレ化淳、
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恐古叉、雇0砿紺M徽量．大財ZI’／・・o
の濃度、その閲理肉！分昂尺瞬向的夏化Kつ11
て近年箔亮κ研鼻次す『めら肌う」うピ臼ラ
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　　B本では才π麗測例ε可ぐ刀llぴ・、筆方
フぱ、ここ2年向．名百屋昂周辺息ぴその上
空τ泌0力濃度観測互実杷1十間段謄でほあ
う次、ほ？’納得でさる値ε得S二と旅生来斥
。　亘ξヒぼ　その向測定孜納上のノウハウ
互蕎樹2引ζ．　ここでは　ノ芦τhの観劇
緬果乏在必、剤匝域でη調査功メハ。ト
Sと性～三兎え．MAP期向ヰの観測」夏1ヨ乞Lて
凡0濃皮企布醐則計画（孝）乙提止可5，
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／000 325∫土／0．63緒0土〃 刃ム♂±1．8
徹
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4：声降上庄
β：毒上
C：林，茸t也の上！i乏
卑1加ひ∠7
可2．極戊大気申での花〃濃度測定計画
　　　炬o⑳濃展森、対i灸園乏と・⑳弍二）な▲布
　引之川う純知るユぽ泊充醐、戎
　層圏へ遅ぼれヨ磯榊と力るう上ぞ釣Pめ2
　大切庵楕報であ∋。　とりψす極地ζ’巧ノ惰報
］、航を機rよる鳩0濃度の測定とその葡1コク氾一バ）レスケール巧介布状態ε知う上で
　果
航室機£用h巨ル20濃度の測定ぱ、賜在対で・亡ある。
まで2つの孜術上の来イントK重臭左み
実施ミれzう宅、丁「5わゐ
?
大切1きi切ζ）’あり、今意τ精報の少］コか・戸
　　　　　　肇秀5ぼ、今ぱでの経献王じ
ヒK次の」う15槻脚ε麟可ヨ、
・ 日本一菌痴昭和基地向⑳舶上毘測
’ サンフ゜リンクレステムの・確立
砿0枇i劾磁
で1あさ。　前オκフ1喫ほ、二の観測左1≒5
代く　レヌテ之ナィ　クなラ¶貝て’行」之i3二とと吻
多いピ1七蜴で‘．→τンプヲー〃）7川〕トタイ
　　・継｝処凧已の地表面θ・c約8㎞8τ’
　　のi皇直分布ヒ丙峡r危
（介イ『γ8ブンフ川レユア左日干へtラ帰，τデ｝
う）。
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▽∬－5
　　成房圏NO2分布の観須1断画　（矛23次隊大気球関験）
岩上直幹，川利紘柴蜘夫（東京大単埋単郁）
　　墾i璽醒　　｝葡ヲ圏窒秦酸化物（NOx）の平均的高霞勿布も求め3ことびて・きる。
のオゾン房ヒ対甘3簿が指摘され，長の剤傘々の劃舷は通常の差勿吸擁（オゾン全
定が行百われるようにも。て寸でに久し・・。量唄胞の場合のドザソン珪ヒ相当）とは衷な
しかし観仁おけぼ幽は融マ少なく，り，43・～砲M全域の楕報鯛’ほ4針
NO。ヒつし胃も頁極での▲量が冬極ゼ’のぞ的に刻麟度の向上乙はか．て｛・3とこ3に
丸仁民ベマ多（、工し口ことが指摘されマ1｝る　特徴がある。
程彦ヒ寸ぎず高彦句布の唄1庭は皆撫ヒ血）。　須1虐齢これまτに三陸τの大気球喫験
し札極城特に南極鍼肪圏仁おけろNO・もど’τ用ll亘たもの乞改良しモεので，二
分布は次のようち喚味ある鰯性乏含んτ‘t）軸太陽直尾装置，勿ラレ鵠，光電受光器か∫ぼ
る’6ずであ5．つ剖（1）極夜の克在百ど日射る。この杷オゾン舷蔑髄，気匡に閨
のモードガ中績㊥とU異なる，（2）大気輸重の　寸3楕穀之得るため，i亘】婚のオゾンゾンザき
モード毛ヰ鐘度と9異色5，（3）NOxの三陳と改造し⇔の之恥，±玉に3δO吋以下τ
寒乏3れているN20（これ惨生物起源と老乏　の気丘劇史ロ鰍畳気珪蔚き庸田寸3。
3れて1，3）の生】弦源が1撫‘、あ31川ま40弱才’
ある，ω極光粒⇔3”oE袖線ヒよるNOx　わ3次隊大気球鱒1では，　NO．動1臨
生戒が寿えSれ3窃どである。　　　　　　　は空電研のイオン生戒幸劇包罵と共ヒSOOO
　　寮使の頂…埋ヒ寮1定盟　　劇！セの原i埋は1『1㎡㍉k気i威に塔蓄～±れマレベ・1レフライト蔦養約
視域τの吸絨に基く⇔で，薮430～28k昨達し，離1δ～3SK協のNO。高勧
450mにおける太陽ヌ・⑰つトレ芝狽胞して布酬史す3三裡τあ3。
NO。ヒよる⑯収嫌出し，劇壼器と太陽句面
にあるNOz矩之定量寸3。　　日牡い日蘂》時　　　』⊆壷匹
の太暢高養の蓼化之剰肝栂，N伍数密童q拠W，工鳩．S㏄．輌・，坦，40，1矧．
40
03（??
） ?????山O⊃↑?」?」?
10
　　＼こ。＼
⌒ミ蕊美＼、
◆＋＋＋“Harries
－・－Goldman
－。－Blatherwick
　10　　　　　　　　　　10
NUMBER　DENSITY（cm『3）
1013
　け78！年5貝，　三陸
1こお日て得sれた結
粟ヒ4也o）結犀との民
鞍。
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▽皿一6
南極’・却づ二酸イ嵌素棚1（纏）
田ヰ正之（章尋匂ki理）
ぷ㌫増ヵ。癬と。う問舞監潔鷲竃雛耀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　室で構験力喉吐フと培袖勃で遊舛題K舛¶者閲’cゼます己寸高rい♪つつあう．
ぞ祢灘庄ほWO時既にβ件聞ρVωw』さ考えで’あ弓・
禁ζ㍗㌶雛，鷲嚥趨3霧鍵蕊、1，上。亘燃ラ仁晩し
頑1綱左整備しつつあさ．わ々個気象庁のこれ炭孝勧ε行なグ場合の車榔あ言狽暁課題り
κ対すδ対㊧はやや宏お・ぐれた麟バなわ・｛亮テを直べてみよ）・
肪らずであ3バ・・ず’袖ベースライン・の祉復の艦よで轍剖
　　　　　　　　　　　　　．二酸イ頃　　彙意輻り態和墓地酔でり桂仮の腐馳二での観ステーシ9ンち開8気寸5でちうう
和u間堆動ヤ植崖の影響’ヰラτ蹄間的・柳仁駒峨紫の与午線才向φ分布2明うカ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　κす弓よで魅めて宿養であうう・二れに閑且空間的に大きく衷勤す8局袖性り大貞・，めり
ラツアノイそ“タ入彦は↓‘‘↓うと｛Z酌極尺茎地て8’るという亭蕨が知うオしたことノめラーフ
欝驚懸齢燃ご；㍑鷲輻『；警㌣聾熟璽懸驚驚晶
画と時別に，長期間継続する南極ピリ観痢項81源の兎ぱや大気の大規模拡散さ知5責皇軍
目の一つと（τ’二目襲化ノ灸薫i乞脚！5見直すと　データが碍うカL3で’あラう・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム）％象基地で⑳鹸観剖寺がη｛たと‘・う⑳カV卑老り考んて”ちる・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸一バ・し純ニタツングと・う蜴ウ’う2、継怖庚
　わヵビ国・ら南繊・1にお・・21手，瑳月し毛βタ　め斑データεfて重睾な二とは・，う手でも
羅㍍鷲漂：難甥歴：；ゴ塑磨㌫驚竺㌫罐匡妄量
グの主たさわら・，は噺・基地t‘⑲9顔測房・の活　するイレ功一メーシ・ンが得うれる功9と思
動がゼ⑳恥し⑳i瑳境’（カよげ丁彰零叫調査と　あれ6・特K躍争墓地でr‡夏場’‡海が泣くま
いうこしであうKめ，ここピ鞭はt㍗1うで直秒，冬場1≠｝弥によつ7降かう虞メ瞬7
グ・・一バ・碑繰、力・5の二蜘峻兼観渕εdうれ勃で，・のよハな洛プkのラ脹との齢
やや趣が累字さ．後者⑳立場’て立つレ，観劉ポ将畔席tい佑気πり侵入など’しつ帥釆め勿
オ法ヤ希皮8こつ・’て国漂的∫ミ議諦力r獲み雀わ諦大㌣な酬今舛豪で疹る・
鐸鶏』｛悪嶽騨灘離cこ叢髪i欝曇議駕羅羅気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のオ・輌鎚追合とレく相紺3・とが夫・うて，・ヅ〃⑭絶糊鍍⑳鯛桝めと・り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れつフあう・b）項とあ閲邑1て，糊大気・ヒて・あ含（梓哺シ勧プ坤か畝
㍑＝綴㍑蹴ぴ’鷲ζ㌶獄，1職竺‡滋；
4織礒綴雛竺潔ソング醐⑰ヲラ゜
從的・（1碑能τ，編ボ，わために’轍い
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▽皿一1
南極丸気叩のエーロゾ1レ・枝孜及ぴ起ラ穆［，つ・て．
伸編彫し（気皐石川，、ト野ル（潅丈十圏研），疹叶手解（悟尺教鴛）、
回ほじh．
緬爪妙・φ印ゾ1レ喫縦θaら〃浪
恒丘めlqηり阜η～1細坪ぽ・2曄
βレ彩嘉彪1・おいて．多〆リゾ｛レの遭詳戯動L
裟絶レ叱・
き栂・・、南極ケ0ゾい糊㍍μ稗1・・
いて、埠ら、ト丘右乳tawめて報皆4る。
回工杜ケン縦（糀。刈れ、刈♂。㍊
　曝砕疹疋て“のエイいアン紗鍵署彦！ゴ5間甲
※値がZ・粥ピであ・π．劾働珍呼痢勺
存萄琉閲バッフグうウンド蕨雇ソ司修履ぐあ
る，
　1腋のす節頚仏lz．昭和差虎ぐぽZκ与レ
し、裏1〃渇えが商く、
め湯度が藁し低く存・之，伺檬のす節褒仙才
績度、情節にK賜ガξ4。。
う受）fろ兆］赦ら比ζ
　　　　　　　　　へ例因／であムガう1？’
引図1τ、地ξ、vす：3°°
　　　　　　　　　］・二τ・σ釣司4η8ル守の観捌f多泉節ドよう1幕後の遠い巨
　　　　　　　　　ピが粒｝・叉イじ膓的餐三2。。
痴ク閲与レ得ろ担ぎ
　　　　　　　　　べ萌 数∩遂・・ヒエ・《忘
統一的ド孔θ日τ・4う；loo
、・琢、，・る，…
解紅ぐ五与。　　　§
　）φタhち、矛静衷
化以タF∧エイF午ン
　COS　OF　ZE‘lTH　ANGLE　OF　SU「‘
　　げ’図ノ
　　　　　　　　　柚綬・βbン7θド昨沸・覆馳ヵ・‡柔｝1環⇔気倒・女階抽亡・・（十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う揚象いて鋤目臼九がでヨら．
η・爪以堪畝磁でわ糾肪人粁囹ミー縦（繊卜8メ・5覧1．ζ…’4ぴλ
11“穆滋φ右自ザ暑ζ修・｝擁ゑでムう．　　　　　　呼粒嘉兇のミ〆粒｝堺度の再1胡準タ〔値1手ククo
聯昧砲・・工杜ケ・燐・チ躍・掬垣慨［で、綱砕聯佐碑・字ム〃⑭財や
皇β・喉嫌」・い・・イつ・o…加勲継‘る辣榊唖爾パ・βメ、ノワぽ・ら．
］う粒チぱ冬F此ヘゴゑ＾るがカ〈あつπ．　全硬瑳的存灯硫倒バツりブうウンドで・ぽ、激
助蹴働づろか，繊けいぞ、依酸鮎才駆｝以白β1・揃1友が／鮪τ・あう
桝獅帥テラ・噛旦靖弛和、夏妨靖碇・願粥・戸・愉・湯・（白
1（、丁タタく免う↓叱〆各に、‡全く乳らトなヴっ
ち，電茅鎚微姥でη彪のθ正でヨう粒｝1才牛
後…ぴ爪以杉の粒チc・みうピ
乏・・粒チもエ老しぬ砲筒にあう可彪’ト宅ザ微い。
っイロ　へ
栂粒手で、麩らく旅微幻郁念骸堪L巴hトろ．
パ～L・h卜参5予蛋化があワ
皇・〃埠打¢行司レ午ン紗｝1手挿紀｛じの后固を秀挺可う
与1粒｝の㍑aが顕％τみう）二じゲユ4徴ズムる．
　吻秀誕て・，手、湯度ll才4自極穴2財遠，1、の
　　　　　　　、粒考後分存φβにぽ㌃θ極’］・
lz　6句ハ（・す静衷化があ・ら。以Fドす節亥
　　　　　　　　り　㌘2図の縦軸惇ミー粒54θ乎力り1癖、榎吻
ノ艀ロ〆孔マで’臥ルルす友応仁工つぞ硫酸ぱ脚“㌧鼠・南蜘飯有の6午W値（肉隆1・臼
ザ劣じ’ちシ診ぜモW・トτ・、b、ニトほ％え　う膓髪し旅東）で・肉勺。7ヲ図の縦6φ1歪、ミー
疹わ也らレ南極で・のエイトケレ粒チ濃震の　粒｝の内、物を膓・タ刈r㌃微以工φ比鞍的人左与
す鞭伽鯛・レ之臥た賜兇1パ6ム6粒｝ぢ和激籏ぐ、耐由蹄碩酬・で肪．
ワ粒看餐ぢψの牙後穣化〆姦↓考L易1・。　㌘4図・縦軸1τ日午w劫徒勿昂・βて・，横軸
　㌘融臥工仲抄拓薇後吠賜あ・同別呼踊特藩x耐∀う2怖・〆淋
鮎紅、耶纏挺紘焉ミ弔2・差だび綴リヒへ弓丘・い粍硫τ一肪．ラー図四
度．〔二っいて鍋べたものである。図司縦軸1丁濃　夏を陳〈4＞ωθ｜・っいて点・ザ線状ド菰んτ…
度、矯軸1才穴励艮頂角ヌの企弦脚2を示ヲ，　て、八る規則粍ε昨禾し之いる・
・田夕・…各蘇・毎月・由卿蜘イ直L閤・・徊図・戸㌶ちミー粒｝・丁北∀ぽ
〉薮後じゅ奉捉～ξ・のθ阜釣湯摩きz〃・6／気1乙の　Lまー㊤てヨて、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　商〉いκへ・娠II仏Lザヌク・・月
↓〔旦1・換算し乞田・・后．ω4z　’コ犯疎尺気が㊨　、・、手、鮪睦甲1二K才・・粒｝ザ陸払乏ト之βの
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〃図のエ㍉1（夏1クρボ匁ち％値のガ1ミし穗可”ト　已“之φ・・1パ卿P鎮↓1・169休』rwεじ噂W方’／〆
ゐピ僻釈でZみ．　　　　　　　　　　　　　　～lr夕の糺の膨田ぱ、ノブペ研的姥禅で遍托‘5粒
γ・β輪、ミー糊繊批パ・闘餉鞄る1湘当し烈・，爆9・鋤∫・b・酬・・
硫入量時艇ト・・与・パ柔・い乞呼口い5姉㌦・糎範1舵直ラ緬・堤
犬粒惨の粒6、才曳↓レ｝多倉ヲ与業立｝碗厨1る手つ乙
第腹時尺生く袈らゴ、鼠、／像均タZ・助篠巳iレ例
グセ兵∩輸苫乏↓（てくる塗甲のだ杁で％ηP訂
～勧果グ・↑ザ顕蒐P硯↓～てガ3倒ら‘う1二与
み．　こトじ灯しミー粒3倉体で頃、夏レ弦均
錫的侮乞伴認ひ・1漕畜勧里レ曳イじ、ア粒｝の浦縮
w遠ズ勧茱↑＾雀与つ之、7zθ＾シう乙3倒
い線勧橡い吟い昧鍬．で’を仁
　二のタいシ、曽々∧ラ罵度褒動し丁：款隊線のθ便
∩褒化Y工く判☆㌧てWり，肪炉券誕1・やっ
そ（る舷気w履雇を夜啄1て；裸1隻麦テ。㎡麸》
つじ　㌔」へか　⊃　イク。
囚サずミ7リン粒｝の粒俺●¶．
　エ4ト寸ン粒↓の粋徒分存ぱ必散琢）どミー
粒3《粒修合ψ（糊飽％）乏遣鰭4也・イ↑
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（φWノ％ケ畑31路1・っ・ぴしち・
ぢ可る杵酬〆靭牢であり，臓～』
じ時へ9ろ。
　冬ゲう奥1∠箇一τ、、千じめぬr繊9晦
イ・・｝縁魂丈がμり、復・ク・手θ・★s』
む叉1つ魂仁‘～．壷脅移’逐教．っ侵〉＼《按ヤ弩
い 牛lo脾1り才蝕』S』τの魂加ガ’襲％
でムつちゆ
〃物唖デ’・・11・，ル屍z・β・←〆
・錫痴・戸・εヰ・〆泌・佑乏ゲゐ・て，
』5』｝・ほメ’ノ・／抱乙イ∀’方ふし
ていな一豹極で・〃ん〆zプ鳥㎏㎏鋤・ノの砧パ’
1・え・の毛一F’グ班」～う薇千硬因・エ、芦5続
五～初稜が唆気／伽’当ソ／〆励・レメ丁レ少らい二
どて・’あケ。み向殖ψ〆十年いち㌢の駒壕呼、乞
1じ㌢反‘τルu丘纂4いプ斑βル1の繊ζ夙哀
レ殆看乏」・3竜ザすら（都粒5呑％＋擦易ヒ
ポ5ラ毛、壌兇し¢敏粒㌢の僧倉擾朱グナ㌢
く堤影牢ザ・〕一乏ぐて＋眈鞍的湯・・謬籏毛ε窪脅
τ3ろフ・し、存てノ、二｝旦」－Zくう。
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▽皿一2
降雪と飛雪の祓素同位体組成について
加藤喜ス雄（名た・鴎研）
降雪の生声く蹟のみ｜二よリ規制さレTていると
・今まで考えられてきたカ“、フk蒸気輸送過程に
よ，れ尺く規刷ざねてしスことが日恥力・、。。
ドな・rて・日：カぐゲZ、降雪の∫∫80直ρぐ南極』
へのフk蕉気輸送過程および降雪の生成過｝呈ド㌧。。
関する楕報を提1頬ろこと、ならゾドフ礁、気．
輸送過程X†介ド考慮1†：うえで階の生滅　　、。。
過程を考察し卿ればならないことグ介・・，
τこ。　　　　　　　　　　　　　　　　…
　ラ1｝戊ギづ歪』気犀繊つP鞠9フ8’テ0　］直4）変董力1よ、
低気犀1こよる190に富ん博K蕉気つ供給・よ994
＜相関はお川さらド南極海の海＞k域つ伝
力“∫nミ関i重lrミ水蒸気輸麺呈の違いも反映図1
大量っ・Kバ固相引て存在はいる南極氷熱冷餓遍程によリ降雪〆生成けおll、内陸
床臥地球上1・おける水循環に》票くカ…わ・側では図2のよう1済圧冷却過程ドより降雪
丁おり、氷床硝長ド関連口地球の知酸バ生良はい3ことバ分・・。「・．玖らのこ
動！：｛、勇…し’カ・カ、わり刀マ・うる．　lr：ノ）“って1榊　とカ、［）、内P釘曼巾ま南極苫｝1気匡圏にあり、　ラ菱トカ、
氷床へつ・時気輸送ぽ地球上、劇丁る縮環ら蒸発しT・・嚥気がラ端底矩地夙吐虹
の観烏・ら↓、ユr・吻軸気候受動の観ξ・・通・て供給さhていうものと考ぶKろ。供
らも重要な課題である．本研究でぱ、南極の、袷さhτコド蒸気ぽ南極高気圧．圏内で下降い
降雪飛雪の酸素剛立俸鋤成（∬～℃）が・κ蕉、†つ下降淘こよリ究降性」二層逆転層バ生．成さ
気の輸送過程1・よりどのぐらい，どのよ亦れ、降雪は等圧蜘過程トよ1性成巨いる
規剤さ櫃・・る’・・鹸討し、このゴ・・ら逆と椎謝hう．ま尺ラ麟／鴎咽と南嚇
に、南極氷床への・K蒸気輸送過鞄角酬獄気圧圏の境ほ鞘ドよ唆動1ていろ椥と
みr：。　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えらhる．
や結果、南極ドお1↑る　鱈の8〃0値1ユ、　　…　g　　　　vm・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　60　　　　　100　　　　　　　　－30　　　　　－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　％　　　　　　　　　　　T　　　°C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高気圧下の昭和基地上空の気彊，相対
1ていることカぐ明らかドな・rご．障雪の8句湿度，風速，凪向（北σ真方血）の垂直分布
値力・ら、高気1五下では上㊨逆転層イこ↑近で専圧
冷却過程ドより降雪か匂生成丁ろこと、それ以
タトの気繍午下で1工上昇気禿iζイヂうラ躍産掠熱
冷去ア過程により障雪力ぐ庄威’『ることが卵・・
卜，
　内陸ドおいマ、飛雪のδ／80値ド著1い増尺
のみられ社也域が見・・塩されrこ．この地域を
境にじ〃ットにお｛掃εWの分布のパアーン
およひ“飛雪のδジ0｛直ヒピットの雪の8’を0の変
重仲との関係・汗蓮続ド把いて・・ろことバ
9月らカ、1こな「↑こ。さら1ミ、飛雪（フ）∬‘！30イ直と左工
?
??
平均気温との関係から、この地域より拾剤則図2
では膓皆岸低気圧圏と同じ上昇気流中でラ顕購
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飛雪の酸素同伍体組戌と10w雪i昆
▽皿一3
南極の均；くよ）カタバ風帯，内跨高粛昂での
　　　　　　　毒堤気層の構造の1旦・、Kつし）了
　　大畑暫夫（多大・水圏研）
　イ　日　肉　　　　　　　　　　　　　3．姥　果
　升ずθ差陀は内陸2版Ok徹の・・わゆるカ　a）琴二是雇K劇すう比較（図1ノ図2）
タバ麟K峰しマ吟．ここでの融気層　卿昧で団δン励紅嚇票（s3，
の構紘，すで噂ヤ束7い楠療眺セ献LA）κ比べ重瓦気鋤配が平池して・1、乏
漂ζ嚇舗籠1η襟鰺麟《；；㌫：㌶㌶゜1婿語㍑ご慧
層砿縫吟餉での聴輪）痢繍れ4・・梯であソ，そ・怜一分殉…5’％
鍛舞躍躍‡禁㍗才饗㌘㌫り、、，燃。、，ラ
類“影雛解レマいるパわち，二で
の綱糾）の星鷹醐治ぽろ訓マ憤
zめみ．
　2，便用アー9皮が解祈力法，
御ぴ℃岬一れ・て吋lq7稗に
イ4ヤψし丘ラ0弓mヲワーの境堺層デ㌧9を用・、
観剰の庄デ’－9ぬ手て咋な“ので，レ臓ば
卵ず1猛屯のデー9も上記各解和階果綱じ
方咳で廟司レ化｛鯵1果毛田uて行ゲπ。その丘
め一貫ぽ峨噛難であぴパ卵ず14基
他のようなカタバ風帯でρ祷杷気層の堵・佐が
嘉乏彫リにざれκプ毘・ワ。
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南極みずほ基把におワる放射収支の特徴
ム内恭，｜・1ロ貞男　　（国立極醐蒙所）
n工三　POLEX－Sou」th言寸画で1∂、　南14！」づミr杢1／1の定常
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ら0、に可べく、ヲδ岸ヵ、ら250』内P玉のみ可“ほ
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る．
4）⌒短頂6ぴ長波τ令亡た4体の放射収支の斐
風び強くt巴咲雪が弦いが、こめ偽曾が風」ヒ良｛しで1∂、1ヨセの組ひい支↓しε司じ5のra監濯
％ε越志視程∫・⑳程度1写さヒ顕薯1写》．輔喧配的であ㍉駈の相閉oa臥ハ』L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き島耀のむい30ト亀度での測定し比べ肋吹董じて・く（日乎均で研0・77．聞0、四の相
く商りL↓帆丈ヒな3二しでAoび薇か可る（4ん　閲徐数）、更によリ収支1∂IEの方向に被イしヲ
・一醐砺）．1・5晶度の剃定て”あリ、この侭う・快晴の齢・・餌鴫葺値顧四り・
渡三筏》程）3Bu44　etσし（’“）の結累て←1∂肥1灰雪」量　皇期聞値びLひ負力、ほ更量に千ま・存してuる・
1瞭1湘ちし、肥力o・原高序で1∂10嘱の凪τ’w和月の＠・｝で16－1H論ん認しぷt・又、餐
起り門る厄吹雪量℃あるパもて曽面Lの1ヌ掬1甜1⑱’．一定でパo吻」・／パし。・て“か
馴妓敬翻培因としU8重零である．　囲一もにみ鞠の値・併G、鯵硬の｛酸・し
　④エ皇のハk蒸気景I」絶対4…少く、L↓への塙鞍しr㍉呑期の値日気混のi皇いτ反映い麟｝
与！∂、1・1い。ヌ、各顛！∂穐肥並転②び弦く、　に並ぶ。夏期の伍la、P己αteαu一み可“13の関碕ミ
，K茎気の¶～電I」明孫ぴい．並鉱の弱1渇朝1談⇒ぼらぬ刷・打いPし。・e・・kαγ・の
11，12HにI」電L1ぽ気丘eに」。て在現し値la　L↓t通じて冬かla着しく躬耐担呈
得珪fしε｛む弓（Lシt栓0・56†。・・？克）．　して・ほ〃
　卜人工秤1魂廻。みσ3駈臣監‘掬の打版　単枝の結果のみで承ヒ断しる二し’♂τ
Φ～④1∂一ヨ㌔考萄岳1或fし0・犬ユく、ヌ商い侭村’1珪也1持駅亀じて相的
凪じ1即亙でt場祈・にδさ違．いt犬生い（酔｛D．じ茄ζ駒冷御ら弦い電域にあさ、ヒ言うこしは
碩Lが旧弱く、島貫巳亘乾、が」イ牢136リ弦、、P必辻eαu日目ら0、であうう．
（1田一5、Aoの庄い）τ’□、気温亀く㎞IJ角期一
禦）栂ん・ん故乙淀対廼‘1・ユく，秀帝㌢fuヨみ可’
　　　　　／二！一　一＼，
きき一1。。／
冨》
妻一獅
　　　　M8r．　　　May　　　　山」旬　　　89P・
（劫一毎）モ三良惹碩弓け収女の考音夏fし．
一
4ε
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i　　　＝瓢瓢評?
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?
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三一1・。?
　　Jal、　　　M白r．　　　May　　　Ju旬　　　　SOP・
　（回一6）　方又身寸qヌ．支の季遼P支イcO
2??、?????????????????
▽皿一6
　　南複繊　彌迩の海性鞭
　　　　硝麟躍蹴轡緬）畑嫉（毛入水圏研）
。て繁竪罐工薦㍊畠イ㌶澄，謂麟蒜藍㌶
支球め婿に伎ぼ彬雛知るこヒ汐迦Kて・艇，朋以瞬その差はほとんぱい・最
圏のガけ旦テーマのひとっであフた。これまで喜〕鎚はこの期間いすれ・も海ラK上がオ8い。一冬
も戊（拓毎（U辻rde惚〆／961）や南極（W｜lerワ目けの；顕差は梼魎，蛭数が現われう〃
6E．／968）で短期長鋪月の繊11，さらに4翅直計　目以、隣は｝ヨ身寸による爵老加熱によろものと晃
哨（M（り／kしf亡」4．］4・～96？！2‖・rk〃！so〕喫，0．L．1979）て㌧　　わγし2）●
熱収支や永願長に関する報儂がある。しか塔気象屡系を用いて海末表面より△Zの彙に
いず栢表面難の時間批⑲固噺左おける酬如時翻（畝欲（わ⑳・図
釆えての峨刻足⑳報壱はない。　　　　　申Sは日射吸収量（・5＝△ぷ寸∫2：△∫イ∫噸択
東オンク“ル凄）西の功の勤κ上、！こ固競・｛…言莫置　⑳（っ〃8）ノOζ：アルベート㌧　ノレ：》肖炎ノ系数）　ム：
レ徽象暢剛鑓綴．風侮鍵，蜘有効蜘量，A顕熱．β1癖羅シ鰍，
反自訂，、縦身］／1露嘉r㍉酬糎！ラ｝嬉）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ：↓綱，昨表面融解殊，H：残’漬玉示
8％加ラ’はる永状磁嚇i堕榔テない，す・軸の面始期囹内の日平均値，知Pの下
さらに比較の為，気温，表面温度，氷厚ノアの値は全体に対丁る刻・合（百分率）である。一冬
ルベードの鋤観刻五※施した。身1園に海9即丁に鞍てll月以隣1こ倍以上の熟の虫入り然
　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。正の繍は日身曹ノ蒙としで長ラ侵長謝ラ｝（上臓縫地の嫡縣（圭麺．顕．
e（mb）　　　　　　　　　　　　　　　鎚，　とく昇〔華1ヵ＜ヲ（ミr戊工劇1合玉占めている。9－／0月の
4　　　ゆ。時㎜鵬　　　，〔プ・　日身撞）残速ヵv大であろヵぐ，この熟収支毛デ’レに考膚、
2　　，＿一　　～…’　　　左半旬されていない氷昧内部の貯纏硬靭楯の
。’－　　　　　　　　　　　　　平均値東結によるものと恩われ，ノ1月以障X『ネ内都
毘）　　　一’　　＿べs
4『〆←一”
　　　R●㎞■潤　Hu而司ny
．で示しの温鈎配ヵ・・トゴくなう時期に輪て小才く
“　　た。1ヨ　κフていろことか＼多も推葬、ユれる。棒グラフ
　　身‡量の　で禾しτ（蜘妓威分の左鋼］に白ワクで緬に
　　増加に為1培日身鰻量縁し↑、．この値と5ぼ
　一伴哲・㌧カぐ△Zノ藷よりさ今にヲ東くまで・達する目身撞で，
　　気温．」碑1聯頑鰍醐に牢ド丁る量である・
　　土鞭●固は1点で0｝辣収支の跨R醐℃の報告であ
　　が増加るが，表動畝の迫い区握し丁二面的な掬反
一M劇n。岨Stしてし、　1支6う鰍勧テなうううξをτある。
　　　　　　　　　　　Sept　10、　Oct　31　　　　　　　　　　　　　　　Nov　1　、　Dec　10うが：
ネ鱒湿
彦には
犬きな
委↓ヒは
みられ
有い。
綱
。・
??
??『?＝﹇??
?…〕
???
祐ぽ
㎜
口Ol・0
、 8⑨　　　　　＾56　　＞2　－37
0ξ鷲轡鵠；鴇琵麗鱗
ガ1図海ラk上気象蘇　　　鰍べ才2固海氷秀糾《支各砿く醐顧ひ剖合）
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IX－1
　　気象衛星によるりモート・センシングのための透過関数の計草
　　　仔藤誠吾（電通大）　山内恭（極也硫）　田中信也（電遺大）
　　　川［］貞男（極地研）　芳野超夫（電遍大）
気象鯉による・1モート・センシングOT，uの条件によ出舗下端までのてε領・〆
た8∧の透過蘭款、苫言†｛覧する。ここでは、Tエ
ROS－N《nト｛エRSチャンネ’L｛六ついての
計算も行なづた。
①原理一…・・一εを射出牟、Bをヂヲンク闇数、
てを透過蘭歓、uを吸収物質量ヒすれば、放
射伝き方1程式は次弍のようtこなる。
　　　　エ・＝ε・B・砿B惑・
衛星で測定寸るのは各チャンネ’Lの放射量で
あり、各チャン初Lφ特性蘭教をφヒ寸れ賦④結果一一中緯度（夏）ヒ南極㈲につ・ぺの重み
観測せれる放射量工は、
　　　　工＝㍉C°工〃’φ《《』！　　　　　と書けるo
ここ蝋透過闇数は、φマ岬均した形ヒして
　　モ言ぴφ’℃dレ＝eφ・ekP←kグα）（メレ
で表わされる。し1ま吸収係敬で、Lorehtz里ヒ
し、S左吸収線強度、◎（左キ幅値、偽を吸収
纏ヒP一クのミ皮数ヒすれ（ピ、
　　　　kレ：＝÷・（∠ノ＿るa＋◎〈2　　　　＿♂ある。
②透遍間歓の計算とその多項式表現・一一様々
Wei，，♂WN飢，．吻・輪の方法によソ計算寸る。
こ1h竃大気全休cついて行4…えば、あ言大気
モデルにおける各チャ　ンネ’Lの不・均一大套してu
の透過闇数話・・ポまる。
　実際の・ぽ一ト・センシングの陳は、重み
関数（WF）セ考える6“、　これは
　　　　　　　∂℃　　　　WF＝　　　　　　　∂F％　てu与之5れるの〔、
各層のての差ヒしマ求まる。
闇数竜下図に示すオ“、約100b』より下層マ“大守
な相違末み5れ、極壇‘二おける重み間数苫寅
ある’）と〉零i4生‘“大きいこヒがわかる。　CHl～2
につい㊨tは形3“単調マ“相違毛少ないη“、これ
は上月i大気モデ∫Lのデー9≠ナないこヒヒ、
F、u介r僅い時（…k　Lo陀ht竃製て“はなく奪るためて“
あリ、D。P司e卜』r。斌ehi勺t壱考慮すれば改善可
能ヒ思われ、王見在石W究中である。
　⊥X上のよう‘こしマ求dカた透漫蘭］隊：違用いて
垂直温康分布壱軍め在後に、そのデータε大
を圧力（fり、温度（T）、物質量（のについて、各九　気モテ川Lヒしマ再ぴし透過闇款竜求めるこヒに
ンネ’し中φ全吸」IR繰についマ数値積分重行肇
い、透過関敬8求める。次に、S加th（1％守）σ）
方法による多項式表現皇行をい、てを
　　　　τ竃碑｛一叫（w）｝　と書くヒき、
　　　　W＝碗Cん・Aん　　　　　セ考える。
qは係数、枢は」ムP、」灯、ムuの0～3乗程度の
項ずある。～竃大ヒするほピ精庸は上がるぺ
CO2チャンネ／しマ‘’はN＝17程度マ込行なうのポ’
適白＋ある。
　μ（上で、均一先体中の透過間歓ヒその多項
式近｛kが虫まった射、これセ実恵o大気に適
用するたあに、不均一大気＋φ透過関敏θ求
める。
③禾均一大気への適用一・…・・×気1ζ高度に比側
した庄力で分割し、　あ弓かC‘め与えられた大
気主デルによ・）各層φ圧カヒ温度竃求める。
ある層w、その上層の透過蘭軟φ1直と示すそ
の層φ‥値ε幽絶点ζしマ、各雇ゴビのF，
より、セリに信頼度の高い濃度分布竃得るこ
ヒがマrさる。
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耀竃驚麟禦㌘ヱ習㌫
あ5男こ長の　　　カτ‘ゼの直傍のタ媛乾6『とイtl表．　量だ1
すうと・・ラ　　ηr治～〈46り釣さφτてrまク・　…ll：：
・⑳た雌来力’今厳醐鵠介また1才・、㌧ド…1・・
モデ）し撃ど鯛”頑澱隊の媛草ワ棚1‘；：：
・∋れ・6が，・の方法は棟艇し・な1，㍉
局鱒，カ1学♀倖テ（ムγε♪大41Lに1醐され5」も　　…・σ：：
ので㌧縦しと吸収r熊弓戻帆）か“女有すδ閲越　　：二
のψ久・・にr‡なビ｛fない．ムτZ…の場合Z’‘あフ
マも，現亥らネゴリ質蕨管り取ワ叛”’ミ血似を
　　　　　　　　　　　　　　　　田中正之・石廟壬（束北大・理）
1，’ま｛が‘き　　　　　　　　　　　　　　　法は，この秘蕊力・う，現察㊥坂教皇間り再配
　気体】ギ分，エアロゾ’ハし労よび曹など’ε含む　列｛てよつて吸奴’徽が天申き巧り妨Kギ鵠κ
鷲蟹認鵬灘蕊曹轡誓㌫表鷺幕鑓警警離管観認芸
　樹　ス予一女が開整で3たので，ゼPτに　と・1うめ⑳ピあさ・戒数空間吟再配列工nか
っ“て老　．・ずれ・りス守一ム綿・，・・蹄的嚇う桝吠切咋勃“，妹にフ
て南麟の　特性のシミュレーシ・ンと此uてd蜘的紡勘哩帥れ牒が遮ん
め9寿2して・　．　　　　　　　　　　　だ・渡撒空問再配附の結畢り一例～t干図n示
2・抵射　　⑳困難　　　　　　　　　　　　す・　　4レ　→　　　％芦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16喝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1σ
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⇔
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］
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　ぴ　らドムぐピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリ　リロヨほゑこ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薪い峨数宣間で9吸蜘昂軟の豪現とlz
用1’なウれば’なうな1い気4十成分・とエアロゾ”書老千の裏数裳換左行フた後κ合姻求績a
鑓融鍵綴認8慧㌶芦弦鷲念當募‡㌫簿㌶竺驚然
…慧鞍え。あうま，　　　　（丸鷲
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IX－3
氷晶粒聯σ）散乱特性
高野精秀（秦北大・遅）
　　f．　↓まじめに
　氷晶雲7の諸性管を鋤爵探査する一つの労法
とし之、前瀦螂光や田一の観測力Vれら
れる．しがしこのよう儲見測力・ら雪の状艇
推定しょうと寸るとさに、氷晶の形状や方位
に対し時胤弓鑓分布バビのよう⑱二変るがと
いう楕報バ勺い膿り、それセ有効に使うこど
はでさない。予こてい本研Eぞヅお1〈晶雪の木陽
周逆光の測定によっマ氷晶の諸性質き遠隔才粟
査寸るための基礎をっくることを目的とし、
Si　3e　P～汁ameterのフヒ、き“とミ｝のラ1〈ξ日iの光肯セi5b
の素過経の一つマ・ある回‡巾二的をしばつ、氷
晶の形状を六角柱柑が回転楕剛友Z・毛デレ
化レ、そのFヤa肌h。feγ回称強度をk↓輌。∫チ
の法則に基づいマ言†算寸る。
　　2．回折の理論
　ある閑ロSによるFγaunh。fer回村振幅Aは
定数を別レニレで
A・Ψe－’〔のよ珊，・…川
y，
5
?
6
x’＝a‘y二b1 ?”x＝a2y・b2』
4
一一一一一
垢一一一＿＿一．一一1
kx』a3y輪b
3 2
o
～ Z」
? O X・
一一一一10 一一一一 一一一＿＿ 7
一2a
9 8
（図｛）　入身寸方句ヵ・らみた六角ネ主の射累多，
‡ご⊇蹴譜1角，D・轡ト；瓢ピ
全波数．そし之回栃鍍工刷Al2辞えらしが・z砧，Cl。韓を与z淑・ギ（図1）にお・・
η《る。　〔六角ホ主4）C車由方f句⑱こZ圭由をピ　つa車由「力　　之a｛，　a又，　a3，b｛，　b2，　bヨ，　ヒカ，　321才瀦ミ易）こ
向‘ご冗皐由をとっ†三座標系（r℃ldZ糸）がら冴　オΣまる、っまり六角柱の射8狙ま定まろ。そこ
Z、平面波ゐ寸天頂角πン2－〈）C，方イ立角βの方向2“Babine七の原理を援用しマ、　iガ（1）b・らθ，中
弔・ら〉＼射寸るとき、＼射労偏わ、ら汁た，六角柱方i句2・の回才斤振幅AH時渓の」うに与Lられる：
璽誌1幾㌘篇諮鷲ξ登欝A・（θ，中，鰺・臓，・／・）・
瓢漂繍1㌶襟6×畿り・’枇・一凱〉（・・x・Y）｝・
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加ここのように得られた〉、射光↓こ斌しマ特
定の方仙端る六角柱の回掘競を、力伽・フ
い時ね合わせる。角か曙の長軸Xオ呼面
内に保ヲZ方位する場合は（函2）の」うに座
標系をとる。図でz”は支頂方伺、εは〉・射光
と・1く平面のな才角。縄六角柱のC軸と又”軸
のな楠と寸る．そのと鋪蹄ξび△は蓉
易｝・編る．そしス空間に固定した顧ま系の
方イ嫡の基準・杖Z”緬にとるこど・二する。
角斜抑がら2π参2・の任意の値を等い・確
率2“とると考之ると、オ〈平面内｝ごランダム｝二
芳イ立寸る角1ト主の回才肯’強度工Hclま、
工肥（θ，杢，ε，灸a，c／a）二
玲d♂唐よP・・々・△ぷ陥菟・淘
2・与乞られる。ここで複号任憲。
　一力、角板ヵv長秦由をオ〈平面内⑱o保っ？カイ立
すると、ぎ、っきつ（図2）z“c圭由8≡ご，軸方｛句
しこ1呆っ之ラジダム1二方イ江オるときの回才f『6載度
工HPし才、
エ・P（θ’至，ε，畏～L，（三／a）・
儒dβエ・φ，一恒蚕，ξ戸・砲・／a）
で与Lられる。
　　3．締果、
　上式↓こしたカ“つ2方イ立にっい2重わ合わぜ
たバ回怖鍍の変？バ激い・の2ぺらに粒
径についマも帆。4i寂e己ga凧・w乙蘭教き荷重に
しrZ績4＞し「巨。（回3）、こ司く平面内⑱ニカイ立しZ
長卓由と長2軸の比凶“4．の角柱，角枝，偏長城，
抽ぜ偏乎勒相対白擁回才r強度の富強度線
図量示寸。図2・名・コンター↓才ぴξ桁おきに描
い2いる。粒径分布蒔、各粒手の形オだ苫一定
レ。保ち紬牲辞宿砧にっ・・？平均レ“2メ
　（身1r星多断面看）方ぐπ（300）2｝こなるような土
のを考Σマいる。なお’回杵i増度心布蒔左右貯
鉢2唖・go㍉・頗、マ蛎靖の～・一象膿ビけ
をキ苗いマ、、る。
ズ Y”
〈1薗2＞角ネ主力∨7｜（平面内）こ長車由きイ呆っマオィ止
　　寸ると3のフ輻ノ標糸．
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（図3）水平面内レZ長軸き保っマラシダAに
　　方イ立する司く晶t二苫る回↑斤ヲ釜度分布．
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区一4
直達日射0・ら見た南袖みずほ基党にお1ナる大気混濁度
　　　　　　　　　　　　　　　　　（POLEX－South）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内　恭（国立極肥研穴所）
1）IJじめに　　　　　　　　　　WHO肱似。∬に正る1。。．値（・・558．。・27・，。・15・）
醜みず｛魂祀で行わ楓いるPO正民一S。凪1にの・雛硫当である・フ・・の一のカ・
1鼠射観剰の中の1っに直1匿日射の観測ovある。トオり暇長に依然畠鎮がある乙思われる。こ
放射収支の時4…である全天日射の中・鵠め
る直iむ散乱忙の割全、
るのび主なE｝6ヨである．ここて“旧関1里して、
矢気の覆濁度の椎戯行。Eので、その結果
E報巻する（門79存丁一ヲ）。
2｝測定ラゑ
　Eho一ト1SθOO哩波監別自記直達一日射計で、素
通Lし、O（ir　S30／R《｝630，　R命695のScho　ttフゴ
∫し夕一によリ4種の劃主と行い、その差引0・
こで・孔M3畑・ぬ㎡1斗じて・島剰認1
そのふるまいε詞～直る直線芝叔｝・2東iL旬1淀め（～∫3・〔咳
で18｝～R↑ko，　かcαし九　㌃違441ニイ衣有　可　5　のて噛・　℃　の
筋し引い直恥ついて）、kパ定め3ち広
芝しった。f旦し、k句　∫」350m・ゆしい・伽仁ηヲ
る値モ、α元九｝ε丘刀補正（た2〕、亘に復
真して与之E．
3）結果
　快晴で｛t巴吹雪の高い日汐く、有竃なデー
ら各波長域の日射量ε未める．櫛・萄3エps－9の《号ら▲田1訪い・〈』1…3じ口の乾
5らの才ン7・スト・一ム日射言柱韓L・枚定し品・・時め確果τ表に記可．鳳のばらつ
温度依存性一α13％／℃ε得E。フィ1しヲーの　乏σ・ら予想ユれるhHの韻差IJ工o・01程度に信
力∀トオフ点の温度依存椥二ついて・a、一木るの㍗今回傷た耗果で日k．に対して知い
（，76）の結果モ困いた（－L2－－7ぽ晒／1・・こ）．比卦な・ハ秀膏妾化なビ詳絢ら話編ヨ難し
　3つめ波在域・入（～83・一，53・～‘3。，‘5。一い・液臼1の値臼仁ぺるし毛ラ匿側τ㌔oは
6今奮）　に舌∫丁る1ヨ6向量14入熔．　H20，　CO2の9う　L塩5結果キξ＞5σV、散差0、ち、、つて結論し
響・パいヒして、　　　　　　　　難い．液毛指叡ぴ二口臼碇い言ま差の・トユ
　　エぱ1．。バ蝋一（k洩・・．吋，　い』・・一・・…‘隻・パ・7・t・・嚇麟郷（
　　1瓢こ・、：灘w㌫蒜＝綱。．擁㌃2蒜離1昆訟讐；絃丁撒
ヒ表担柏．⑭＿（栖隅％。’鬼D今回の例で！8パ。＋kらが輪より1析大1く、
に対弓る14㎡直Eつ。ロットしE1倒乏1頸に示可。この値イiう如でkH｛3天1く妾ってし毒う。徒っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てこの亀について　±5に言警＄佃な按討0×必勇で
0．5　－488
0．4
宅0・3
ξ　　・261?
　0．2
／・159
0」0
Nov、14，1979
　　　　　ペへ’＜蹴sこ叉＼気
　　　　　”“’～・r～．、～
　　　　　　　　　　～さ　2　　　　　3　　　　　4
　　　alr　ma⑨8
あるo∨、当ち；私で日　二σ1オーヲ「一　の漫‘｝乏f直，」
柏友9〕にφ良！符で5）る．い可’㍉hl二〔tδ・　み輻”晦
基電に工・σも是掲序1∂「ヲF常に11・1く・、ぴOZ
のオー37’一であさ」こしIJ確言込1中L　1三。
1
（田）活：艮｛5別直歪日射・曼1δ入湶lj定値（●）乙、
　　αんL伽ゆφ6　3臥下て’全めE直線（曲綿、）．
　　左副の叡亨1∂外搾しれ1％Aの笹。
（表 ）
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　　　（旦叡，17¶
（　w530｝（s30～630）〔630亀6勺5）
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Dζ一5
　　みずほ基地の撫i｝特柱（198α年）
　　　　石ll1信敬ノ桐ネ峻一（北大イ6温研）×畑哲夫（名犬水圏研）
　　　　川ロ膓幌（固立繊研）
　　み、ずほ麹1コ轍薩の斜面τ隣風帯に絶目量力ぐ小さい丁てあの誤差であうう・κ完〃，
祉置レ，真冷で兜吹蜜（教メーレ｝レ以下）玉幣／2月にアルベート・の値ヵc下が．てL）る。この栽
竃爲議竃難ξ藤き㌶縁礁竃嘉鷲2
　　　　　　　　　　　　　　　　　地面蜘量は300宙0砂！晦であ7て・㌢一9月力ぐ．気米圏グルーフ・の主ば目的τあ．7（．
み．ずほに克ける放身蹴1」のシステへ←．名規1ぽ6の値は’7辞に蕨ぺて榊は・大まく・ノ0θ以1晴
の硫著については既に報嫌ある（山肉廻，1ま’トであ硫・肝均鎚」おれ諏疲ほ
錨認輪饗豆繍頸鷲鋪㌘；斜1獺馴辮鞭三像
蟻のPエRに日鋤携吸ばな・、蝸と犬で醐の8剖飯剛痴鍼射1醜頃
して補正なぽ肝の言繍幽鵠。　て一・鯛ま｛壇の一酬㌘陣傾（彩力2似
地緬（20却麺1．r倣に設置しアミが，2欧隊勾）である・
耀1］閣佑暗にはドリフトの為／．0〃t，終了時　力2因に30爪ヲワー♂上下での長澱長オ蹴量
にはα7仇）に町ろ放射蹴の月平捌鎚左解均廠禾しア・・ヱ1ま地L2は3蹴⑦
才1図に示し七。，嫌は20次隊θ9酬⑳薩で止盈乞蜘ぽ才伺互示可．両地嘉」二下オ伺
あうく山薗爬し，98ビ）◇麟長撒にr／2－1月（真、（ハ4直い千｝ぺもノ養唄H間！ト芝い4直、Lナ‘ろ。π工5タ
髪）に7ω一8噂侮て・6禰体期）0である・ワーバと上の差E・Lτ示した・繍闇1・
隠～蕊漂1竪翻霊烈撒㍑籔轟曇1裏繊㍑繧夢
った。’79年のζ月の伍ぽ極あて小才・・が日射の　ワー上下の温度差（最六紡！鍍）によるもqヵ＼
1000解dαy　　　　　　　　　　　　　　　　／推の鰍が待プこれるところであろ。
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A　　　　　　　　　Nv
矛2固80仇タワー上下o長波緬蔚量
X－1
　　　　　　　　　　∂「ずほ基叱の揺陀気層の塙姓（正）
　　　　　　　　　　　　　　　　一巧向的変化一
　　　　　犬畑埠夫．（免犬・永醐）1和田訪）））1口臭男c橡叱ノ研）
㌶竃誓㌫肩の横造。つ醐b嶽溌㌘響。ぽζ。よク
1芝1鵠㌘欝鑑竿鴛姦舗縫1：㌶㌫場2xム6圏蕊
変イし解～斑敵K倒て締行．停陥・∪（2つo禰）の鞠値巳・て・・る・RW
ろヂ♂ヲばlq79汗にラ0㎝タワーで4オヤれのr禮衣K伴なうU）4θ，4Uの荏イC活夏丞同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，∪⇒・が・），・擁枇レ、・碑余・ぼτ（わので‘あろ．
2．｛亀果　　　　　　　イし齢いコエ数の鋤θムθイ吻レて・・う
ぽに懸i｝竃｝i簸籠1鷲鶯難鶯
　　θ）o、1＜R工　　　　　（強q7是）　　われろ。
紛恒識砧ろ．醇（1個～佃）ぱc）硫鰍，R旗の酸伯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏細醐κ怖・h拡散願1《琉の噴腎是じ禿雪是伊｛aげ峯々）悉季（朔へ8月）
1手97％o晦是4億じび7て・・る・qz立の頻向的夜化乞｝tち・拡勧依数4棚ぴ己ゾ
度踊鴎醇鞠樋・蜘・ヵごパ4の加フ了イ膨磯しぽ戚．拡繍敏の
才瞬物く，臼パ吐鰍敷レ・・ろ・怜輪殉忙紬般唖イ嚇碗一孜し，
烈；鋸露㌫㌘霧㍑纏誌鷲ぽ：驚『己癌僻蜘卜乏く声
著にの輪れていない．寒黍の方が耗放鱈
が大i乞・・くイナス（千句ζフ’ラス）己牟うの
‘Cこの・ドラ俗稀采にη㍉ヒの14，ノト季に700伽
替いレZ勿働のイ『εε・レつf79バ風が往レて
いる1ヒのじ思われろ．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左が悉季．カが夏季，劇．肛数の季麟イC．石端の数字は本文
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X－2
　　低いカヌバ風の発蓬齪，謝ナる熱の垂直ラ胎
　　　　ノJ＼林づξ‖r－　　・　元モ≡≡｝｝｜1つ…≧：苞気　（：±tニラ～：こう圭1～ヲli］…9｝）　　　一　大ソこn…｜哲夫　　（名ラヒミ＿：dくこ彦！≡↓雇iチf）　　　一
　　　　〕り口萸男（回立極比研）
　　繭…柳晶翫繊・破く磁風は下妥合が窟献なり，強・商セ逆転溺わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　てv）く、しカ・しミの黙の工下混合疏苫介しカタバ風（㎞楓』＋icバのと叶はれる
）令気フ脅であろ．充分1て発蓬し壬カタバ風のフ4　て・全滅的）てはカタバ風、諺くなっていく。又
さ1雀数lo。拠になり低層ゾンデ〕ミ」福媛1ヒ放射冷釣て併う顕熱羨東の発散’取東の問題
して別、溌宏哨予定であろ。ここで・1エ、ぱ南嗣啄。揺比始の汲徽翫声新
特ドカタバ風の発蜘期の段ア転ノ砺・汗狂で重転励．例之1ゴ，移兼とカ・荒熱の
；舞鷲欝謹編㌶㌶鍵嘉鷲…蕩麗闘灘纏ぎ醜
雇計1貧5垂直風速在翰wヒ瀕変鋤θから古加Rヒ顕繍東の嘉復Cs「七Jiv　Sの
本め戸顕熱フラ、ソクスHニーCpザ冨百｜こ特徴豹和ヒバランスして・）るくユ図）・ユ図の中の
な敵畷わ峠の橡間ろ．臨，伽ぽ縦一％オ・・誌・〔叔・嬬〕の関係疎
カタバ風の堤主時には，暗天かっ微風乙蓼面レ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実燦間一蜘土1堰く、特にαdv。（㌦〆
の放射蜘が轍し，緬近くの踊は急勾あ摘・・麻・・1澗題助ろ．史脇雛の
配1。汲了蝋穿、姥雌繍力働双ぷろ．劾馳・・ぽエラ志の勧…脇辞バ⇔
物場昼う伽点の顕勲嫁（S，拠）1ま0の熱鈴・糎ζ癖ゐ・よう熱拷亀時間
値竜保ち綾けろ（1図）。この時1才よ二下の気着i霜Oψ蝕　予陶～†）の初東ああろ、
層の熱安換が弱く強い梼党艶転が恥遂すう。
しヵ・し表画並で1ま一蓼面の放射）舷ア謙慢
葛］漂警緊皇㌶，惑潔£
がシアー祷足（局抑け￥一ド数R＆o．2の
｝・編・，重力鋤砕アが発土し，冷E・・カ
タバ風ヒ，そのよ二蹄の媛かい窒気との間1て上
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LOCAL　　TIM5
（1図）ろ0仇ヒ3仇の10手聞平均の
　　　顕熱流束じ接地逆転．
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X－3
　　低））カタバ風の叩のシ了一ネ乎定による重力波の顧i刻
　　　　ノ」蔀俊一・石P1イ吉苞反（土ヒ大低拓研）　・対田哲夫（名劫く圏研）　・
　　　　川口員男（固立極比研）
　　第21・嫡働獺測願氷翻門で1才，3層駄榊してあろ・Dぬ訓（／958）r
拓lex．SOU＋hの観剥の＿っとしマ、班ほよれば，　Ri≦0，25の蹄K－H碑定ヵ注
　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ずると㌧）う麟結果ヵ×あり、　この土易6も1契く麹セの3伽タワーのろ仮ヒ玩のz醜1・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　脈し嚇果が得らぽ．袖鋤波1浮更除丁＿loo型超音寂風速渇渡計（ラ毎上電懸製）
諏り樹て，鎚風動踊観刻玉肇期気層・上下齢漣馳嫌課して・・ろ・
間）・行。払みずほ高馳喫くカタノミ風は、とが蜘’・た。
㌶難藷騰鰹㌶藍絶1㍍㌶繭【酬
紬・疏て，鞭醜層内にン了一碑更”：‘耐‥　　，1一
ドよ穆力痴親・そ砿の励（K・1ぬ。・。。　．1．±．。捻
一Helmh。1＋z砿1定》友）が1観測沖1三（1剛　　　　…‘　“w
　1図の3仇の商⑰閲は，緬葬擦（繊
z。ヨゴ～1δ（帆程勧｜てよる強梯・｝鵠荒が整
達して・・るが，ろ伽の敵賠溜流刑礼
兼入の遷移ザ旦られ，周期一「≒20織の固期
蜘鮪硯象が主じ后この期間のBm∩＋
一＞a樹a周赦N・厭x了牌
、するヒN＝o．07日zで周貝月丁＝2冗／卜1＝λ5グテ
：程雇であ．E。この．不一致はシ了一が，存五す
る］三めである。そこで，局所Richα湯son数
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（Z図）局所中㌔弍ソン数・在化
’雨 1’1声…繭1繍
咽 恥
　い一‘
．1
　　　　　　　　　　　　　　2胤一ii跡1　，し十
編締綱融く鞠一
　ぼ　くぶゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　 　　　　　　　　　　　　　　継繭綿　ご幽綱一麺
　（⊥図）　ろ！wしと30・wし萄元旨の・多直鯉『鋤ク）一イ多’1
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X－4
南極大陸上で観察さ木た波状璽
虚戸進（木し幌管区気象谷）
1、1さじめに
　　南極K稜上で観寧．ごれ石波〉ぱ要につ・・之
報吉寸3。一般に波荘聾侍山岳波によきセの
δ・多、，机、。卿才わで師く此蜘η珍
±）しいそ②τ友3⇔
2、観寮さ？Kた波ぴ聖
　　図1に9；和基r杷、吾丁ほ巷地闇9L斑左蔀
可。大陸上には1｝ぼ定常的に梼廻齢1馨谷’稗
荘い輻面1づ皆。て蓮廟雇下碑たP堂気飢
斜面下降風（K砲b唯臨のし有・て吻
・・ て・・3。二俵廻咳ぞのカ9べ風向13菓で、
図で纏左バラ石‘二吹・・て・・か
A、夙『8軌0聞8日仏例
　　図1⑳A点（a㈱甚地栃許ず揺茎惚へ
向う｝し一ト上であ度め160θ協）で観墾ざれ・た。
》餉｝13葉西に並トでXり．璽寺で防距鮎dO
ζパ仮定可3と、使嗣したレシズ（隻旦距㎏
β5崩）古ら、ラ1タ壮魔ひ粍・振ヤ℃毛4b
250ぷヒ権定弍れる。
β、　円ワ8毎ほ旬「7日♂倒
　　功ず信暮地て、繭∩お向に観鮫された。
A入倒し暖⇔複．雑蒋W乙して・，3ザ、薄昏
振巾し毛、Aの仮庄に差3値ヒ伺‘桂度∩値
ド’雀皇これ3。
C　｛『80毎に月15日胡例
　　み可’侍募蛇で、比α力向仁雀鴎、±れも
蒙寺て∩鹿匙を5ゆし伍定盲3ζ　堅＾蔦
さ133ヒ内、渡幕侍豹800Mヒ椎定これ3。
存よ、こ∩写真店1卜林俊一丘より提ノ亥1・たか
バ右。
＝≡「 幽図i．部知基陀、みギぽ甚オ嗣氾因
囲2　A
バハおをスち　べ　
織＝ご志，　　ニニ∴煮叢“’
　　　　　B
，■：○
C
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3、壷府雫願φ桂果
　　丁ト。恨（nワ1）｜さ制し方麟取艇した
｝袖体ε傾叙させさこじによジリし速1こシアーさ
与L波動左粧させ3堂』喰ぎ行、「いつ3。　乞
φ手春粟、シ〒一ド†令維梼‡ψし5乙醇1］竜達．
玉っづけ海久戚べ塩岸で碑け5様仁巷ぎ込．み
撒τ看われ3ザ、巡中てシ「イ蕨少し＋宇
定ば枠制ざ」ぺ言ヒ薄．φ頂部1ト薄・・層ヒ15．て
瀧さ低ヌし庄べて・・3．Aの伽ぴこ戊f告稟し
きわ勘て口く一葛〔し乙・・3。
　　こ爪樟斤芹守定1さK－H子宕定．じ呼1ゴれ
重力衷∩昆困の一つL考Lられ．て・・3・
4．南砲丈陸上∩下尾壬褒ひ重直構嵐
　　K－Hオ辱庄fダ有在w3ザビs　6♂判断は
Rし数ε調べ3事により4↑存われ3。’〕つうRc
＜｝各七いH子を定ザ奪庖可3ζもわれ3。
　　今｛司θ、埠祥蒙ぺ触．主れ主時に1τ、その
　　　　ふ既セ『て∩断魔哀毎壊漫川キ行耳われ．τ・・ず＾、Rこ
敬ゆ3執5ぞε存・㌔し杜、掴ハミ風15
定樽的存十ぴて畜5灸で、Rt散αオーダ㌧基
図3、
　室肉室駿♂聯吉果
　　こ弘に．53鴛4如才．⑱oo“よ・1士でほ
3弓へもq　ヒ→仁席に仁き（有，τい〕ザ’、鹸
層四・ヒくに芝0上キ郭『τ130’Bヒζ一Hフト宕
在E江ズ3値乙巳，τいヌ。
　　AA伽でσ乞ひ膨谷ら風速シアー右考え
3L．下層厚ピ東風べ’〕£・・奉ゼ令3．亨存わ
ち．逆．転層のL半郁でK－Hそ与定によりこの
庫鱒ゼ零ぜ乾生しE昧丸られ言・
　　β∧倒で遠．乞ar膨荏ドうシ了一惇推捷
ゼを蒋いざ．蒐ひ為tカら．AL同繍Lに碍te
蓮轍雇巾に批しE霧壮更乙考乞弓「レ旙。
　　Ca倒1手、電び高tゼあく．痔「肥，醇姦雇
内、二竜生しEt〃㌧し1工考iL．らK存ら㌔
　　なよ・．求ザ蒙ガ観療τれ花！付日Llよ．起任
o幕い存仁ら廿1繭斜面で、　ta匿しヒにモ山賑
度ε字03忙肋．↓丈者｜∧デー9によりR淳ケε計　存ビ1｝函）。従、て・A，B／Cの導）拒聖｛ま・
宴して計仁
MIZUHO
Vm！S 丁゜C
…号圏器r2
図4．afゴほ基塘でo・稿声『責念・迦1手も菓
　　　（小林、【「76）ζ乞れ’こきうRi敬
一栂に見弓邪．さ山岳淳によ3十功で11ト存い乙
考えられ3。
（蕎鬼文紅）
・1・〕肱像一、円76、
　　南極許ず侍ふ跨．に蕊け3カ9バ風ρ鰻測
　　（日奉気まし奪侯比遠重支tF官IF））
R、SCORI…R，1472
　　CLOU玉）S　OF　「mEV）ORLエ）
　　（巫・P・（“7D廓什していめ
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X－5
惚Wギの規埠方庇縫錺因3につ・・て
大・x鴫∬夫（危大・7k彫r）
　1、臼　痢　　　　　　　　　　　　　　・Ψラず遁吹曾ε倖うで1あうう．みず降メ犯で
一
ワ熟㌘遵蒜㌫ソぢ鐘政雲㍗陽㍑2鷲雲雛姦㌶易
ぶて鋤る緬締肋る．橡ヲルギKり）二嚇膨・凧で・榔剃ボ砲・了咋
：；，識㌶瓢；篇識三1着蒜1：；諸え6㍗㍑卿鷲震㍊え㌫
る．ここで1¢，郁ツル粕蘂繍し，一も・済りパスツ・げ・肴伽一勧ろ・替
屍嚇概刷励，白ツ碑・力位鮒の加’o％・口・鵡○じ・吟・・㍉一
襟え霧：轍ε鵠縮τ鍵i藁潔緬輌紗の
サスツ，。物ゲー佃198。午1。恥19暗卿縞原マ’13，協竹ぴりあε伽o砺
1月の間K痢是レ丘レの了“ある。イ↑スッル不㌢姑多るような寸スヅルぞじ6彦亨う。図2
の飾砕吻桐ぴ疏ゆ臼し戊島K恥一トヌδ・・の担W物あL，励，
侃ほ鯛の蜘珂嚇毛勾．あ醐え堆看量飾表面磁状ぼしてあろ．島・咋
の聴の械臨榊1の乎纏，疏はイ鈍スツ・レ物ある琳パィ躍噺回リ桐に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず蝿積碑刷f㌦紬・して、ほ．二噸7“の献の嫡翻・瓦・そのW澱E
毅雛諜㌶鋤鵠甥㌶煕』乏認1｛，㌻：；駕綴
辻．　　　　　　　　の鯨の暴多枇，堆積量紗風が凌化し，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸δご帆借，物ツ1レ獅敵，祐1勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響L5久マい後ψ考1しケニじが・で乏る。
3．砧累
0）イrスツ∫レギの才「イ‘て瓜
　計ずほ見砲偵占を桝K乙クマ調べ’る．ここ
で’の寸スツ‘レその力佗睦窃～90°にθψし7・）
る．イ↑スツ1レぞ（ち細剥が匙’ノううあ参一是
値・kレ楓鋤瞬Kの汁形威拠，吃の臨
　　蒙70
　　匡・・
　　§
　　臣
　　　　0　　　　　1　2　3　4　5　6
　　　　　　WIND　DIRECTION
図て．掴ほ兎や麟の風伺髄飾．
縦線の邸伽チ／o％少Aエの湯㊨
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図2．芝・レーぽ・・硝スヲ虎砿イ嫡乏，
弟㌘ず払曽面の献．
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